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概要

本ガイドは、Red Hat CloudForms のクラスター、ホスト、仮想マシン、リソースプール、データ
ストア、リポジトリーからの情報の表示および収集に関する内容を説明します。 本ガイドを改善す
るためのご意見やご提案をお寄せいただく場合、またはエラーを発見された場合に
は、http://bugzilla.redhat.com で Red Hat CloudForms Management Engine の Documentation コン
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できます。
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第1章 クラスター
クラスターは、ホストのグループに高可用性および負荷分散機能を追加します。コンピュート → イン
フラストラクチャー の クラスター ページには、エンタープライズ環境で検出されたクラスターが表示
されます。

注記

指定したフィルターは、ここで適用されます。

クラスタータスクバー を使用して、クラスターの分析やタグ付けを管理します。これらのボタンで、1
度に複数のクラスターを管理します。クラスター 1 つを管理するには、メインの画面に表示されるクラ
スターをクリックします。

1.1. クラスターの SMARTSTATE 分析の実行

クラスターを分析して履歴データを収集し、過去の複数の時点を比較します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → クラスター の順に移動します。

2. 分析するクラスターを確認します。

3.  構成 をクリックしてから、  (SmartState 分析の実施) をクリックします。

4. OK をクリックします。

SmartState 分析が開始され、現在のデータを返します。

1.2. クラスターの比較

Red Hat CloudForms は、クラスターのプロパティーを比較する機能を提供します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → クラスター の順に移動します。

2. 比較するクラスターを確認します。

3.  (構成) をクリックしてから、  (選択した項目の比較) をクリックします。比較内容は、
デフォルトの展開表示で表示され、限られた数のプロパティーセットのみが表示されます。

第1章 クラスター
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4. 比較対象からクラスターを削除するには、  (比較からこのクラスターを削除) をクリックし
ます。

5. 折りたたみ表示に変更するには  (折りたたみ表示) をクリックします。展開表示に戻すには

 (展開表示) をクリックします。

6. 他のすべてのクラスターの比較対象となるベースのクラスターを変更するには、列の一番上の
ラベルをクリックします。

7. クラスターの概要画面に移動するには、仮想サムネイルかアイコンをクリックします。

8. タスクバーにはボタンが 3 つあり、表示タイプを切り替えることができます。

 (すべての属性) をクリックすると、すべての属性が表示されます。

 (異なる値を持つ属性) をクリックすると、クラスター間で異なる属性のみが表示され
ます。

 (同じ値を持つ属性) をクリックすると、クラスター間で同じ属性のみが表示されま
す。

9. 表示モードを切り替えるには、タスクバーの 2 つのボタンを使用できます。

属性の詳細をすべて表示するには、  (詳細モード) をクリックします。

ベースと比較して属性の有無のみを確認するには、  (有無確認モード) をクリックしま
す。これは、ユーザーアカウントやハードウェアの有無など、ブール値のプロパティーを
指定できる属性のみに適用されます。

これでクラスター間の比較が作成されます。外部ツールで分析を行うために、このデータをエクスポー
トするか、または比較に基づくレポートを作成します。

1.2.1. クラスター比較レポートの作成

CSV、TXT、PDF 形式でクラスターの比較のクイックレポートを作成します。

1. 分析する比較を作成します。
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2.  (ダウンロード) をクリックします。

3. レポートの種別の出力ボタンをクリックします。

テキストファイルでダウンロードするには、  (テキスト形式の比較レポートのダウン
ロード) をクリックします。

カンマ区切りのファイルでダウンロードするには、  (CSV 形式の比較レポートのダウ
ンロード) をクリックします。

PDF ファイルでダウンロードするには、  (PDF 形式の比較レポートのダウンロード)
をクリックします。

1.3. クラスターの表示

特定のクラスターをクリックして、詳細を表示することができます。この画面では、クラスターのタス
クバー、クラスターのアコーディオンメニュー、クラスターの概要が表示されます。

クラスターの管理画面

1. クラスタータスクバー: 選択したクラスターに対する 構成、ポリシー、監視 オプションを選択
します。

2. クラスター概要: リレーションシップ、ホストの合計、仮想マシンの合計などのクラスターの概
要が表示されます。

3. クラスター概要ビュー: クラスターの概要に関するグラフィカルビューまたはテキストビューを
選択します。

4. PDF 形式のクラスター概要: クラスターの概要を PDF 形式で生成します。

5. クラスターのアコーディオンメニュー: 選択したクラスターの プロパティー、リレーション
シップ、ストレージリレーションシップ の詳細が表示されます。
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1.4. クラスターのタグ付け

クラスターの分類にはタグを使用します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → クラスター の順に移動します。

2. タグ付けするクラスターにチェックを入れます。

3.  (ポリシー) をクリックして  (タグの編集) を選択します。

4. 最初のドロップダウンリストからカスタムタグを選択して、そのタグの値を指定します。

5. さらにタグを選択するか、保存 をクリックして変更を保存します。

1.5. クラスターの容量 & 使用状況チャートの表示

クラスターの容量と使用状況を表示します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → クラスター の順に移動します。

2. 容量&使用状況データを表示するには、クラスターをクリックします。

3.  (監視) をクリックしてから  (使用状況) をクリックするか、またはアコーディオンメ
ニューから プロパティー → 容量 & 使用状況 をクリックします。

4. 間隔で、データを表示するデータポイント (毎時または毎日) および日付を選択します。グルー
プ化 を使用して、SmartTag 別にラインをグループ化します。タイムプロファイル を使用し
て、データの時間範囲を選択します。
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容量 & 使用状況 チャートの表示

注記

日次チャートには、終日データが含まれます。1 日のデータポイント 24 個すべてが含ま
れていない場合は、その日のデータは表示されません。

使用率のトレンドレポートなどデータの最適化に関する情報は、「6章データの最適化」を参照してく
ださい。

1.6. クラスターのタイムラインの表示

クラスターのタイムラインを使用して、一定期間のオペレーションおよび設定イベントをグラフで表示
します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → クラスター の順に移動します。

2. タイムラインを表示するにはクラスターをクリックします。

3.  (監視) をクリックしてから  (タイムライン) をクリックするか、またはアコーディオ
ンメニューから プロパティー → タイムライン をクリックします。

4. オプション で、表示する期間や表示するイベントタイプをカスタマイズします。

間隔 のドロップダウンリストを使用して、毎時または毎日のいずれかのデータポイントを
選択します。

第1章 クラスター
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日付 で、表示するタイムラインの日付を入力します。

日次のタイムラインを表示するように選択した場合は、表示 を使用して、何日分遡るかを
設定します。最大 31 日分の履歴を取得できます。

3 つの イベントグループ が含まれるドロップダウンリストでは、異なるイベントグループ
を選択して表示することができます。それぞれ独自の色が使用されます。

レベル ドロップダウンリストから、必要に応じて 概要 イベントまたはイベントの 詳細 一
覧を選択します。たとえば、電源オン イベントの詳細レベルには、電源オン要求、開始イ
ベント、実際の 電源オン イベントが含まれる可能性があります。概要 を選択した場合、タ
イムラインには電源オンのイベントのみが表示されます。

5. タイムラインで項目の詳細を確認するには、その項目をクリックします。クリック可能なリ
ソースへのリンクが吹き出しに表示されます。

1.7. クラスターのドリフトの削除

時間が経つにつれて、クラスターの構成が変更される可能性があります。ドリフトとは、異なる時点の
クラスターを比較した内容のことです。クラスターでは、情報を収集するために最低でも 2 回分析を行
う必要があります。ドリフトを検出すると、以下の利点があります。

クラスターの最新の既知の状態と現在の状態の差異を表示できる

複数の時点で特定のクラスターに加えられた設定の変更をレビューできる

一定期間における単一クラスターの設定ドリフトを取得できる

クラスターのドリフト検出:

1. コンピュート → インフラストラクチャー → クラスター の順に移動します。

2. クラスターをクリックしてドリフトを表示します。

3. クラスターのアコーディオンメニューで リレーションシップ をクリックします。

4. ドリフト履歴 をクリックします。

5. 比較する分析内容を確認します。

6. 画面上部の  (ドリフト分析) をクリックすると、結果が表示されます。

7. 左側の 比較 セクションをチェックして、比較内容を表示します。

8. セクション名の横のプラス記号をクリックして展開します。

赤い文字で表示されている項目は、ベースの分析から変更が加えられており、黒い文字で
表示されている項については、ベースの分析からの変更はありません。

 (変更あり) とは、前回の分析から変更があることを示します。

 (変更なし) とは、前回の分析から変更がないという意味です。
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特定の分析を削除するには、列の下部の  (ドリフトからの削除) をクリックします。ド
リフトは再計算され、新しい結果が表示されます。

9. 展開表示するには  (展開表示) をクリックし、情報を折りたたんで表示するには、  (折
りたたみ表示) をクリックします。

10. セクション名の横のマイナス記号をクリックして折りたたみます。

11. タスクバーにはボタンが 3 つあり、表示タイプを切り替えることができます。

 (すべての属性) をクリックすると、選択したセクションのすべての属性が表示されま
す。

 (異なる値を持つ属性) をクリックすると、ドリフト間の異なる属性のみが表示されま
す。

 (同じ値を持つ属性) をクリックすると、ドリフト間の同じ属性のみが表示されます。

クラスターのドリフトが表示されます。外部ツールで分析を行うためにデータをダウンロードするか、
またはドリフトからレポートを作成します。

1.8. クラスターのドリフトレポートの作成

ドリフトレポート機能を使用してクラスターのドリフトに関する情報をエクスポートします。

1. クラスターのドリフトを作成します。

2.  (ダウンロード) をクリックします。

3. 希望のレポート種別の出力ボタンをクリックします。

テキストでダウンロードするには、  (テキスト形式のドリフトレポートのダウンロー
ド) をクリックします。

テキストでダウンロードするには、  (CSV 形式のドリフトレポートのダウンロード) を
クリックします。

テキストでダウンロードするには、  (PDF 形式のドリフトレポートのダウンロード) を
クリックします。

1.9. クラスターの削除

クラスターをリタイアした場合、トラブルシューティングが必要な場合には、VMDB から削除する必要
がある場合があります。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → クラスター の順に移動します。

2. 削除するクラスターを確認します。
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3.  構成 をクリックしてから、  (VMDB からクラスターを削除) をクリックします。

4. OK をクリックします。

クラスターが削除されます。これらのクラスターに関連付けられた仮想マシンまたはホストは残ります
が、関連性がなくなります。
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第2章 ホスト
コンピュート → インフラストラクチャー にある ホスト では、エンタープライズ環境で検出されたホ
ストが表示されます。

注記

指定したフィルターは、ここで適用されます。

ホストの追加または分類後には、より詳しく検証するホストをクリックして、仮想マシン、SmartProxy
の設定、プロパティーを表示します。

1. 4 分割の左上: このホストにある仮想マシンの数

2. 4 分割の左下: 仮想マシンのソフトウェア

3. 4 分割の右上: ホストの電源状態

4. 4 分割の右下: 認証のステータス

アイコン 説明

検証済み: 有効な認証情報が追加済みです。

無効: 認証情報が無効です。

不明: 認証ステータスが不明か、認証情報が入力され
ていません。

2.1. ホストのフィルタリング
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ホストのフィルターのアコーディオンメニューは、ホスト間の移動が簡単に行えるように提供されてい
ます。提供されたものを使用するか、独自のものを作成してください。また、デフォルトのフィルター
を設定することもできます。

2.1.1. デフォルトのホストフィルターの設定

ホストを表示するためのデフォルトフィルターを設定します。

1. 左側の フィルター のアコーディオンメニューから、使用するフィルターをクリックします。

2. フィルター一覧の上部にある デフォルトの設定 をクリックします。

デフォルトのフィルターが設定され、名前の横に緑の星マークが表示されます。

2.1.2. ホストフィルターの作成

ホストを表示するためのフィルターを作成します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2.  (詳細検索) をクリックして、式エディターを開きます。

3. 式エディターを使用して、基準に適したオプションを選択します。

4. 保存 をクリックします。

5. この検索の保存名 に検索式の名前を入力します。

注記

このタイトルは、検索するリソースの種類に応じて指定されます。

6. 保存 をクリックします。

このフィルターは、フィルター アコーディオンメニューの マイフィルター セクションに表示されま
す。

2.2. ホストの SMARTSTATE 分析の実行

ホスト上で SmartState 分析を実行して、パッチ、CPU、メモリーなどホストに関する追加情報を収集
します。

注記

ESX または ESXi ハイパーバイザーを使用している場合は、以下を考慮してくだ
さい。ESX ホストは、ホスト管理にサービスコンソールを使用し、SSH でアク
セスできます。また、ESXi ホストにはサービスコンソールがないので、SSH で
パッチ、サービス、Linux パッケージ、ユーザーグループ、SSH 設定、FS ファ
イルの情報セットを取得できません。

パッチの情報を取得するには、root または管理者権限が必要です。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。
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2. 分析するホストを確認します。

3.  構成 をクリックしてから、  (SmartState 分析の実施) をクリックします。

4. OK をクリックします。

2.3. ホストの比較

Red Hat CloudForms では、ホストを比較してオペレーティングシステム、ホストのソフトウェア、
バージョン情報、ハードウェアを確認することができます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2. 比較するホストを確認します。

3.  構成 をクリックしてから、  (選択したホストの比較) をクリックします。比較内容
は、デフォルトの展開表示で表示され、限られた数のプロパティーセットのみが表示されま
す。

4. 比較対象からホストを削除するには、列の下部にある  (比較からこのホストを削除) をク
リックします。

5. 折りたたみ表示に変更するには  (折りたたみ表示) をクリックします。展開表示に戻すには

 (展開表示) をクリックします。

6. タスクバーにはボタンが 2 つあり、表示タイプを切り替えることができます。

属性の詳細をすべて表示するには、  (詳細モード) をクリックします。

ベースと比較して属性の有無のみを確認するには、  (有無確認モード) をクリックしま
す。これは、ユーザーアカウントやハードウェアの有無など、ブール値のプロパティーを
指定できる属性のみに適用されます。

7. 他のホストと比較するベースホストを変更するには、列の上部にあるベースホストのラベルを
クリックします。

8. ホストの概要画面に移動するには、仮想サムネイルかアイコンをクリックします。

2.3.1. ホスト比較のセクション

セクション 説明

Host Properties (ホストのプロパティー) ホスト名、製品、ビルド番号、ハードウェア、ネッ
トワークアダプターなど、ホストの基本情報を表示
します。

Security (セキュリティー) ホストのユーザーとグループ、およびファイア
ウォールのルールを表示します。
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Configuration (構成) オペレーティングシステム、アプリケーション、
サービス、パッチ、vSwitch、vLAN および詳細設定
を表示します。

My Company のタグ すべてのタグを表示します。

セクション 説明

2.3.2. ホストの比較セクションの使用

以下の手順では、ホストの比較セクションの使用方法を説明します。

1. 比較画面の左側で、表示するプロパティーのカテゴリーを選択します。

2. セクション名の横のプラス記号をクリックして展開します。

3. 以下は 展開表示  についての説明です。プロパティーの種類によって、プロパティーの値ま
たはプロパティーを表すアイコンのいずれかが表示されます。

プロパティーがベースと同じ色で表示されると、そのプロパティーについて比較したホス
トがベースと一致するという意味になります。

プロパティーがベースとは違う色で表示されると、そのプロパティーについて比較したホ
ストがベースと一致しないという意味になります。

4. 折りたたみ表示  の場合は、プロパティーの値は表示されません。アイコンで表されるすべ
ての項目について以下で説明します。

 (チェックマーク) は、プロパティーについて比較したホストがベースと一致すること
を示します。マウスをポイントすると、プロパティーの値が表示されます。

 (x) は、プロパティーについて比較したホストがベースと一致しないことを示します。
マウスをポイントすると、プロパティーの値が表示されます。

5. セクション名の横のプラス記号をクリックして折りたたみ表示にします。

この比較は複数の方法で表示できます。外部ツールで分析を行うためにデータをエクスポートするか、
または比較に基づくレポートを作成します。

2.3.3. ホスト比較レポートの作成

CSV、TXT、PDF 形式でクラスターを比較するクイックレポートを作成します。

1. 分析する比較を作成します。

2.  (ダウンロード) をクリックします。

3. レポートの種別の出力ボタンをクリックします。
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テキストファイルでダウンロードするには、  (テキスト形式の比較レポートのダウン
ロード) をクリックします。

カンマ区切りのファイルでダウンロードするには、  (CSV 形式の比較レポートのダウ
ンロード) をクリックします。

PDF ファイルでダウンロードするには、  (PDF 形式の比較レポートのダウンロード)
をクリックします。

2.4. 複数ホストの更新

ホストのプロパティーや関連するインフラストラクチャーコンポーネントを手動で更新します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2. 更新するホストを確認します。

3.  (構成) をクリックしてから、  (リレーションシップと電源状態の更新) をクリックしま
す。

4. OK をクリックします。

ホストが更新され、新規の仮想マシンがそのホスト上で検出されると、Red Hat CloudForms は仮想マ
シンが別のホストに登録されているかどうかを確認します。登録されている場合には、仮想マシンが関
連付けられているホストが新しいホストに切り替わります。SmartProxy がプロバイダーを監視してい
る場合は、これが自動的に実行されます。監視していない場合は、次回にホストが更新される際に切り
替えられます。

2.5. 複数ホストの検出

プロバイダーを使用していない場合は、Red Hat CloudForms の検出機能を使用して、IP アドレスの範
囲内にあるホストを環境内で検索します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2.  (構成) をクリックしてから、  (項目の検出) をクリックします。

3. 検出するホストの種類にチェックを入れます (ESX または IPMI)。

4. IP アドレス の範囲を入力します。

5. 開始 をクリックします。
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Red Hat CloudForms は、サポートのあるホストを検索します。利用できる場合は、新しいホストが表
示されます。ホスト名および IP アドレスで名前が指定されています。識別可能にするには、各ホスト
の基本情報を編集します。

2.6. 単一ホストの追加

ホストを分析して詳細情報を取得するには、まず VMDB にホストを追加します。ホストが ホスト検出
や プロバイダーの更新 で検索されず、かつホストの IP アドレスが分かっている場合は、新規ホストの
追加 ボタンを使用します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2.  (構成) をクリックしてから  (新規項目の追加) をクリックします。

3. 追加するホストの 名前、ホスト名、IP アドレス を入力します。名前 には、コンソールにおけ
るデバイスのラベル名を指定します。ホストプラットフォーム ドロップダウンリストからオペ
レーティングシステムの種類を選択します。ホストが 検出 または 更新 中に検出され、ホスト
のオペレーティングシステムが特定されている場合には、ホストプラットフォーム のセレク
ターは無効の状態のままになります。プロビジョニング用に IPMI サーバーを追加する場合は、
そのホストの IP アドレスを追加します。

重要

ホスト名 には、一意の完全修飾ドメイン名を使用する必要があります。

4. 認証情報 のボックスの Default タブでは、管理者権限のあるセキュリティー認証が設定された
ユーザー名とパスワードを入力するフィールドが提供されます。ドメインの認証情報を使用す
る場合は、ユーザー ID は [domainname]\[username] の形式を使用します。ESX ホストで
は、デフォルト ユーザーの SSH ログインが無効になっている場合は、リモートログイン タブ
でリモートログインのアクセス情報を使用してユーザーの入力を行います。
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5. 検証 をクリックして認証情報を確認します。

6. 保存 をクリックします。

2.7. ホストの編集

複数のホストに同じ設定または認証情報が指定されている場合には、同時に編集します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2.  (構成) をクリックします。

3. 編集するホストを確認します。

4.  (選択した項目の編集) をクリックします。

5. 認証情報 には、このホストに必要なログイン認証情報を指定します。
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デフォルト タブでは、管理者権限のあるユーザー名とパスワードを入力します。ドメイン
の認証情報を使用する場合は、ユーザー ID は [domainname]\[username] の形式で指
定してください。

ESX ホストでは、デフォルト ユーザーの SSH ログインが無効になっている場合は、リモー
トログイン タブでリモートログインのアクセス情報を使用してユーザーの入力を行いま
す。これが提供されていない場合には、デフォルト の認証情報を使用してください。

Web サービス には、ホストシステムに対して直接行う Web サービス呼び出しの認証情報
を指定します。これが提供されていない場合には、デフォルト の認証情報を使用してくだ
さい。

注記

ホストの仮想マシンおよびテンプレートで SmartState 分析を実行するに
は、ログイン認証情報が必要です。

使用する認証情報のそれぞれには、以下の情報が必要です。

ユーザー ID: ログイン ID を指定します。

パスワード: ユーザー ID のパスワードを指定します。

パスワードの確認: 確認のためにパスワードを再入力します。

6. 検証対象のホストを選択 のドロップダウンリストを使用して認証情報をテストし、検証 をク
リックします。

7. 保存 をクリックします。

2.8. ホストの表示

特定のホストをクリックしてレビューします。この画面には、ホストの仮想サムネイル、ホストのタス
クバー、ホストのアコーディオンメニュー、ホストの概要が表示されます。

ホスト管理画面
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1. ホストのタスクバー: ホストのタスクバーを使用して選択したホストに対してアクションを実行
します。

2. ホストの概要: ホストの概要で、ホストのプロパティーの表示、ホスト情報へのドリルダウン、
インストールした仮想マシンの表示を行います。

3. ホスト概要ビュー: プロバイダーの概要に関するグラフィカルビューまたはテキストビューを選
択します。

4. PDF 形式のホスト概要のダウンロード: ホストの概要を PDF 形式で生成します。

5. ホストのアコーディオンメニュー: 選択したホストの プロパティー、リレーションシップ、セ
キュリティー および 構成 の詳細が表示されます。

2.9. 複数ホストのタグ付け

ホストを同じカテゴリーに分類するには、タグを複数のホストに対して同時に適用します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2. タグ付けするホストにチェックを入れます。

3.  (ポリシー) をクリックして  (タグの編集) を選択します。

4. 最初のドロップダウンリストからカスタムタグを選択して、そのタグの値を指定します。

5. さらにタグを選択するか、保存 をクリックして変更を保存します。

2.10. ホストの削除

ホストをリタイアする場合や、トラブルシューティングが必要な場合は、VMDB からホストを削除する
必要がある場合があります。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2. 削除するホストにチェックを入れます。

3.  構成 から、  (VMDB から項目を削除) をクリックします。

4. OK をクリックします。

ホストが削除されます。仮想マシンは VMDB に残りますが、該当のホストとの関連性はなくなりま
す。

2.11. コンピュートホストのスケールダウン

Red Hat CloudForms を使用すると、Red Hat OpenStack インフラストラクチャーで コンピュートのス
ケールダウン を実行できます。このプロセスでは、OpenStack インフラストラクチャープロバイダー
で使用するコンピュートノードが減らします。この際、コンピュートノードを メンテナンスモード に
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切り替えてからそれをプロバイダーから削除してください。ノードがメンテナンスモードに入ると、
(コントローラーノードとして再プロビジョニングするなど) 別の目的で使用したり、修復したり、使用
停止にしたりできます。

スケールダウンする前に、削除するノードでホストするインスタンスの退避または移行を実行します。
各手順については「ライブインスタンスの移行」または「インスタンスの退避」を参照してください。

ノードからのインスタンスの移行または退避後に、ノードをメンテナンスモードに設定します。これに
は、以下を実行してください。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2. OpenStack コンピュートノードをクリックしてプロバイダーから削除します。

3.  構成 をクリックしてから  (メンテナンスモードの切り替え) をクリックします。

注記

このオプションは、コンピュートノードが 2 つ以上ある OpenStack プロバイ
ダーでのみ使用できます。

クラウドプロバイダーから削除するすべてのノードで、この手順を繰り返します。

コンピュートノードをメンテナンスモードに設定した後に、プロバイダーをスケールダウンしてくださ
い。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → プロバイダー の順に移動します。

2. スケールダウンするプロバイダーをクリックします。

3.  構成 をクリックしてから  (スケールダウン) をクリックします。

4. インフラストラクチャープロバイダーのスケールダウン セクションで、プロバイダーから削除
するノードにチェックを入れます。メンテナンス が true に設定されているノードのみ、これ
を実行できます。

5. スケールダウン をクリックします。

2.12. ホストのリレーションシップと電源状態の更新

ホストのタスクバーから、ホストに関連付けられている項目のリレーションシップと電源の状態を更新
します。

注記

パッチの情報を取得するには、root または管理者権限が必要です。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2. 更新するホストをクリックします。

3.  (構成) をクリックしてから、ホストのタスクバーの  (リレーションシップと電源状態
の更新) をクリックします。
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Red Hat CloudForms は、ホストに登録されているすべての仮想マシンの状態 (実行中、停止、一時停
止) を判別します。

2.13. ホストの容量 & 使用状況チャートの表示

クラスターの一部を構成するホストの容量 & 使用状況データを表示します。

注記

Red Hat CloudForms サーバーには、この機能を使用できるようにするために、容量 &
使用状況コレクター の サーバーロール を割り当てたプロバイダーに対するネットワー
クの可視性が必要です。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2. 容量データを表示するホストをクリックします。

3.  (監視) をクリックしてから  (使用状況) をクリックするか、またはホストのアコー
ディオンメニューから プロパティー → 容量 & 使用状況 をクリックします。

4. 間隔で、データを表示するデータポイント (毎時または毎日) および日付を選択します。グルー
プ化 を使用して、SmartTag 別にラインをグループ化します。タイムプロファイル を使用し
て、データの時間範囲を選択します。

CPU、メモリー、ディスク、ネットワーク、実行中の仮想マシンのチャートが表示されます。

第2章 ホスト

25



注記

日次チャートには、終日データが含まれます。1 日のデータポイント 24 個すべてが含ま
れていない場合は、その日のデータは表示されません。

使用率のトレンドレポートなどデータの最適化に関する情報は、「6章データの最適化」を参照してく
ださい。

2.14. ホストのタイムラインの表示

ホストに登録されている仮想マシンのイベントのタイムラインを表示します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2. タイムラインを表示するにはホストをクリックします。

3.  (監視) をクリックしてから  (タイムライン) をクリックするか、またはホストのア
コーディオンメニューから プロパティー → タイムライン をクリックします。

4. オプション で、表示期間と表示するイベントタイプをカスタマイズします。

表示 で、タイムライン上に表示するイベントタイプを選択します。

間隔 のドロップダウンリストを使用して、毎時または毎日のいずれかのデータポイントを
選択します。

日付 で、表示するタイムラインの日付を入力します。

日次のタイムラインを表示するように選択した場合は、表示 を使用して、何日分遡るかを
設定します。最大 31 日分の履歴を取得できます。毎時 を選択する場合は、表示間隔を選
択します。

レベル のドロップダウンリストから、概要 イベントまたはイベントの 詳細 一覧を選択し
ます。たとえば、電源オン イベントの詳細レベルには、電源オン要求、開始イベント、実
際の 電源オン イベントが含まれる可能性があります。概要 を選択した場合、タイムライン
には電源オンのイベントのみが表示されます。

3 つの イベントグループ が含まれるドロップダウンリストでは、異なるイベントグループ
を選択して表示することができます。グループごとに独自の色が使用されます。

5. タイムラインで項目の詳細を確認するには、その項目をクリックします。クリック可能なリ
ソースへのリンクが吹き出しに表示されます。

2.15. ホストの仮想サマリー

特定のホストをクリックすると、ホストの仮想サムネイルおよびホストの概要と呼ばれるホスト情報の 
オペレーティングシステム固有 の情報画面が表示されます。ホスト概要のサブカテゴリーをクリックし
て、そのセクションの詳細を表示します (該当する場合)。

更新 では、ホストの基本情報が提供されます。詳細情報を取得するには、ホストの認証情報を入力し
て、SmartState 分析を実行します。

概要は以下のカテゴリーに分類されます。

プロパティー には、ベースのオペレーティングシステム、ホスト名、IP アドレス、システムに
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割り当てられているデバイス、ストレージアダプターなどの情報が含まれます。カテゴリーを
クリックすると追加の情報が表示されるものもあります。たとえば、ネットワーク をクリック
すると、ホストに接続されているネットワークアダプターが表示されます。

リレーションシップ には、プロバイダー、クラスター、データストア、リソースプール、イン
ストール済みの仮想マシンに関する情報が含まれます。

セキュリティー では、ホスト上のユーザー、グループ、インストール済みのパッチ、ファイア
ウォールルールの数が表示されます。これらの項目をクリックすると詳細が表示されます。
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注記

ホスト上で SmartState 分析を実行してこの情報を取得します。

ストレージのリレーションシップ では、ホストと LUN のリレーションシップおよびファイル
共有が表示されます。これらの項目を生成するには、ゾーンで Storage Inventory Role を有効
にしておく必要があります。

構成 では、インストール済みのパッケージやサービス数が表示されます。これらの項目をク
リックすると詳細が表示されます。

注記

ホスト上で SmartState 分析を実行してこの情報を取得します。

スマート管理 では、このホストに割り当てられたタグすべてが表示されます。

認証ステータス では、このホストに対して入力された認証タイプすべてと、これらの認証情報
が有効かどうかが表示されます。

2.16. ホストのデバイス情報の表示

各ホストのプロセッサー、CPU タイプ、速度、メモリーなどのハードウェアデバイスに関する情報に
アクセスします。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2. ネットワーク情報を表示するにはホストをクリックします。

3. ホストのアコーディオンメニューから プロパティー → デバイス をクリックします。

2.17. ホストのネットワーク情報の表示

各ホストのスイッチ、ネットワークインターフェース、ローカルエリアネットワークなどのネットワー
ク情報にアクセスします。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2. ネットワーク情報を表示するにはホストをクリックします。

3. ホストのアコーディオンメニューから プロパティー → ネットワーク をクリックします。
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2.18. ストレージアダプターの表示

各ホストのストレージタイプなどストレージアダプターに関する情報にアクセスします。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。

2. ネットワーク情報を表示するにはホストをクリックします。

3. ホストのアコーディオンメニューから プロパティー → ストレージアダプター をクリックしま
す。

2.19. ホストのドリフトの検出

時間が経つにつれて、ホストの構成が変更する可能性があります。ドリフトとは、異なる時点のホスト
を比較した内容のことです。ホストは、情報を収集するには最低でも 2 回分析を行う必要があります。
ドリフトを削除すると、以下の利点があります。

ホストの最新の既知の状態と現在の状態の差異を表示できる

複数の時点で特定のホストに加えられた構成の変更をレビューできる

一定期間における単一ホストの設定ドリフトを取得できる

ホストのドリフトを検出するには、以下を実行します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ホスト の順に移動します。
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2. ホストをクリックしてドリフトを表示します。

3. ホストのアコーディオンメニューで リレーションシップ をクリックします。

4. ドリフト履歴 をクリックします。

5. 比較する分析内容を確認します。

6. 画面上部の  (ドリフト) をクリックすると、結果が表示されます。

7. 左側の 比較 セクションをチェックして、比較内容を表示します。

8. 適用 をクリックします。

9. セクション名の横のプラス記号をクリックして展開します。

赤い文字で表示されている項目は、ベースの分析から変更が加えられており、黒い文字で
表示されている項については、ベースの分析からの変更はありません。

 (変更あり) では、前回の分析からの変更を表示します。

 (変更なし) とは、前回の分析から変更がないという意味です。

固有の分析を削除するには、列の下部の  (ドリフトからの削除) をクリックします。ド
リフトは再計算され、新しい結果が表示されます。

10. 展開表示するには  (展開表示) をクリックし、情報を折りたたみ表示をするには、  (折
りたたみ表示) をクリックします。

11. セクション名の横のマイナス記号をクリックして折りたたみます。

12. タスクバーにはボタンが 3 つあり、表示タイプを切り替えることができます。

 (すべての属性) をクリックすると、選択したセクションのすべての属性が表示されま
す。

 (異なる値を持つ属性) をクリックすると、ドリフト間で異なる属性のみが表示されま
す。

 (同じ値を持つ属性) をクリックすると、ドリフト間で同じ属性のみが表示されます。

ドリフト比較が表示されます。外部ツールで分析を行うためにデータをダウンロードするか、またはド
リフトからレポートを作成します。

2.20. ホストのドリフトレポートの作成

ドリフトレポート機能を使用してホストのドリフトに関する情報をエクスポートします。

1. 分析する比較を作成します。
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2.  (ダウンロード) をクリックします。

3. 希望のレポート種別の出力ボタンをクリックします。

テキストでダウンロードするには、  (テキスト形式のドリフトレポートのダウンロー
ド) をクリックします。

テキストでダウンロードするには、  (CSV 形式のドリフトレポートのダウンロード) を
クリックします。

テキストでダウンロードするには、  (PDF 形式のドリフトレポートのダウンロード) を
クリックします。
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第3章 仮想マシン
異種の仮想マシンコンテナーやゲストサポートに、ディスク容量、パッチレベル、インストール済みの
アプリケーションなど仮想マシン内の情報を分析する機能が統合され、仮想環境全体の詳細にわたる情
報が提供されます。Red Hat CloudForms ではこの豊富な情報を利用できるため、問題解決にかかる時
間が短縮され、仮想マシンを効果的に管理することができます。

仮想マシン のページには、サーバーが検出した仮想マシンがすべて表示されます。ユーザーにフィル
ターを適用している場合には、ここでもそのフィルターが適用されます。仮想マシン のタスクバーに
は、仮想マシン関連の機能にアクセスするためのメニュー駆動型のボタンのセットが表示されます。

1. 履歴ボタン

2. 画面の更新ボタン

3. タスクバー

4. 名前検索バー/詳細検索ボタン

5. 表示ボタン

6. ダウンロードボタン

7. ナビゲーションバー

8. 並び替えドロップダウンリスト

9. グリッド表示のメインエリア

10. プロバイダー/フィルターナビゲーション

コンソールは、仮想マシンやテンプレートの説明に 仮想サムネイル を使用します。各サムネイルは、
デフォルトで 4 分割表示となっており、仮想マシンの内容を一目で確認することができます。

1. 4 分割の左上: 仮想マシンのオペレーティングシステム
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2. 4 分割の左下: 仮想マシンホストのソフトウェア

3. 4 分割の右上: 仮想マシンの電源状態またはステータスのアイコン

4. 4 分割の右下: 仮想マシンのスナップショット数

アイコン 説明

テンプレート: 仮想テンプレート

リタイア: 仮想マシンまたはインスタンスが不要に
なった場合には、リタイアすることができます。仮
想マシンまたはインスタンスがリタイア日に達する
と、即時にシャットダウンされ、再起動できなくな
ります。再起動を試みると、Red Hat CloudForms は
仮想マシンまたはインスタンスをシャットダウンし
ます。

アーカイブ済み: アーカイブ済みの仮想マシンには、
ホストまたはデータストアが関連付けられません。
アーカイブは要求がある場合にオンデマンドまたは
リタイア中に実行されます。仮想マシンを低コスト
のストレージに移動できるので、仮想マシンのスプ
ロールによる仮想化インフラストラクチャーの追加
コストの発生を防ぐことができます。

孤立状態: 孤立した仮想マシンにはホストがありませ
んが、データストアが関連付けられています。孤立
した仮想マシンは、プロバイダーからは削除済みで
すが、ストレージには依然として存在します。孤立
した仮想マシンは、関連付けられたホストを特定で
きません。仮想マシンはプロバイダーのサーバーが
予想するホスト以外のホストに存在する場合にも、
孤立状態として表示されます。

切断済み: 切断済みの仮想マシンは、プロバイダーの
ストレージ、ホストまたはそれら両方との接続が切
断された仮想マシンのことです。通常、プロバイ
ダー側にネットワークの問題が発生した結果、切断
されます。たとえば、仮想マシンのプロビジョニン
グ中にストレージが設定または削除されない場合
に、仮想マシンはプロバイダーに存在しますが、プ
ロバイダーのストレージへの接続が失われるのでホ
ストでは実行されません。

オン: 仮想マシンの電源がオンの状態です。

オフ: 仮想マシンの電源がオフの状態です。
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一時停止: 仮想マシンが一時停止の状態です。

アイコン 説明

仮想マシン ページには、アコーディオンメニューが 3 つあり、仮想マシンとテンプレートを異なる方
法で整理します。これらのアコーディオンメニューはすべて、共通のコントロールセットを使用しま
す。

仮想マシンおよびテンプレート には、プロバイダー別に編制された仮想マシンとテンプレート
を表示できます。さらに、ここではアーカイブ済みおよび孤立した項目が表示されます。

仮想マシン では、全仮想マシンの情報の表示、フィルターの適用、収集を行います。

テンプレート では、全テンプレートの情報の表示、フィルターの適用、収集を行います。

コンソールを使用して、複数の方法で仮想マシンを表示することができます。仮想マシンについて、以
下を実行できます。

仮想マシンのフィルタリング

ビューの変更

並び替え

レポートの作成

MyTags での検索

収集したデータでの検索

3.1. 仮想マシンとテンプレートのフィルタリング

仮想マシンのグループを使って簡単にナビゲーションができるように、仮想マシンのフィルター のア
コーディオンメニューが提供されています。提供されたフィルターを使用することも、詳細フィルタリ
ング 機能で独自のフィルターを作成することができます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. 仮想マシン または テンプレート アコーディオンメニューをクリックします。

3. 左ペインから希望のフィルターをクリックします。

3.1.1. 仮想マシンまたはテンプレートフィルターの作成

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. 仮想マシン または テンプレート アコーディオンメニューをクリックします。

3. すべての仮想マシン または すべてのテンプレート をクリックしてから、  (詳細検索) をク
リックして式エディターを開きます。
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4. 式エディターを使用して、基準に適したオプションを選択します。選択する内容に応じて異な
るオプションが表示されます。

すべてのタイプの検索について、エイリアスと要求されるユーザー入力を作成するオプ
ションがあります。エイリアスの使用 を選択すると、検索用のユーザーフレンドリーの名
前を作成できます。検索用にユーザー入力が求められる場合、入力が要求されるダイアロ
グボックスにこのテキストが表示されます。

フィールド をクリックしてフィールド値に基づく基準を作成します。

数量 をクリックすると、仮想マシンのスナップショット数やホスト上の仮想マシン数など
の数に基づく基準を作成できます。

タグ をクリックすると、電源状態やプロダクションのタグ付けなどの、仮想インフラスト
ラクチャーに割り当てられたタグに基づく基準が作成されます。

レジストリー をクリックすると、Windows システムの DCOM のステータスなどの、レジ
ストリー値に基づく基準を作成できます。この基準は Windows オペレーティングシステム
のみに適用されることに注意してください。
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検索 をクリックすると、特定の値を検索してプロパティーを確認することができます。

5.  (式要素の変更をコミット) をクリックして式を追加します。

6. 保存 をクリックします。

7. この仮想マシン検索の保存名 に検索式の名前を入力します (このタイトルは検索するリソース
の種類によって異なるものとなることに注意してください)。フィルターがグローバルに表示さ
れるように設定するには、グローバル検索 にチェックを入れます。

8. 保存 をクリックします。

フィルターが保存され、フィルター アコーディオンメニューの マイフィルター セクションに表示され
ます。グローバル検索 にチェックを入れている場合、フィルターが グローバルフィルター の下に表示
されます。

3.1.2. レポートフィルターまたは検索式のロード

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、仮想マシン または テンプレート のいずれかを検索
するために項目をクリックします。

3.  (詳細検索) をクリックして、式エディターを開きます。

4. ロード をクリックします。

5. 保存された仮想マシンの検索か、または仮想マシンのレポートフィルターのいずれかを選択し
ます。

注記

選択する項目のセットは、検索するリソースのタイプによって異なります。
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6. ロード をクリックして検索式をロードします。

7. 式を編集する必要がある場合は、これをクリックして現在の式を編集します。

 (式要素の変更をコミット) をクリックして変更を追加します。

 (前回の変更を元に戻す) をクリックして加えた変更を削除します。

 (前回の変更をやり直す) をクリックして加えた変更を元に戻します。

 (新規の式要素との論理積 (AND)) をクリックして新規の式要素との論理積 (AND) を
作成します。

 (新規の式要素との論理和 (OR)) をクリックして新規の式要素との論理和 (OR) を作成
します。

 (この式要素を NOT でラップ) をクリックして式要素の論理 NOT を作成するか、また
は式に一致するすべての項目を除外します。

 (この式要素の削除) をクリックして現在の式要素を削除します。

8. ロード をクリックします。

9. 適用 をクリックします。

3.2. 仮想マシンとテンプレートのビューの変更

設定メニューから 構成 → マイ設定 → デフォルトビュー に移動して異なるページのデフォルトビュー
を設定できますが、現在のビューは仮想マシンのページからも制御できます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、表示する項目をクリックします。

3. 適切なボタンをクリックして、希望のビューを表示します。

グリッド表示 の場合は、  をクリックします。

タイル表示 の場合は、  をクリックします。

一覧表示 の場合は、  をクリックします。

3.3. 仮想マシンとテンプレートの並べ替え

仮想マシンとテンプレートは、名前、クラスター、ホスト、データストア、コンプライアンス、最終分
析時間、合計スナップショット、またはリージョンで並べ替えることができます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。
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2. アコーディオンメニューをクリックして、並べ替える項目をクリックします。

3. グリッドまたはタイル表示の仮想マシンまたはテンプレートを並び替えるには、以下を実行し
ます。

並べ替え ドロップダウンリストから、並び替える属性をクリックします。

4. 一覧表示の仮想マシンまたはテンプレートを並び替えるには、以下を実行します。

一覧表示 を選択します。

並び替える 列名 をクリックします。たとえば、クラスター をクリックしてクラスターの名
前で並び替えを実行します。

3.4. 仮想マシンまたはテンプレートレポートの作成

仮想マシンおよびテンプレートの一覧については、CSV、TXT、または PDF 形式でクイックレポート
を作成できます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、レポート作成用の項目をクリックします。

3.  (ダウンロード) をクリックします。

TXT ファイルの場合は  をクリックします。

CSV ファイルの場合は  をクリックします。

PDF ファイルの場合は  をクリックします。

3.5. 仮想マシンまたはテンプレートの検索

仮想マシン ページのタスクバーの右側に、検索する名前またはその一部を入力できます。以下の方法で
検索することができます。

名前に含まれる文字を入力します。たとえば、sp1 と入力する場合、名前に sp1 が含まれるす
べての仮想マシン (Windows2003sp1 および Sp1clone など) が表示されます。

語句の末尾に * を付けて、特定の文字で始まる名前を検索します。たとえば、v* と入力して文
字 v で始まる名前のすべての仮想マシンを検索します。

語句の先頭に \* を付けて、特定の文字で終わる名前を検索します。たとえば、\*sp2 と入力
して sp2 で終わるすべての仮想マシンを検索します。

検索ボックスからすべての文字を消去してすべての仮想マシンの表示に戻ります。

仮想マシンまたはテンプレートの検索:

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、検索する項目をクリックします。
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3. ウィンドウの右上隅にある Name Filter バーで基準を入力します。

4.  (結果内の名前で検索) をクリックするか、または Enter を押します。

5. 他の基準を入力して現在表示されている内容でフィルターを実行します。

6.  (結果内の名前で検索) をクリックするか、または Enter を押します。

3.6. 仮想マシンおよびテンプレートの分析

ユーザーアカウント、アプリケーション、ソフトウェアパッチ、その他の内部情報などのメタデータを
収集するために仮想マシンを分析します。Red Hat CloudForms が自動分析を実行するようにセット
アップされていない場合は、仮想マシンの分析を手動で実行します。SmartState 分析を実行するには、
Red Hat CloudForms では仮想マシンのストレージの場所を表示でき、SmartProxy が実行中である必要
になります。仮想マシンがホストまたはプロバイダーに関連付けられている場合、適切な分析を実行で
きるように仮想マシンが適切なシステムに登録されていることを確認してください。スナップショット
が作成される可能性があるため、サーバー側でこの情報が必要になります。

注記

仮想マシンの SmartState 分析にはそのホストへのアクセスが必要です。分析を正常に実
行するには、仮想マシンのホストを編集してから、ホストの認証情報を入力します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、分析する項目をクリックします。

3. 分析する 仮想マシン と テンプレート にチェックを入れます。

4.  構成 をクリックしてから、  (SmartState 分析の実施) をクリックします。

5. OK をクリックします。

3.6.1. Red Hat Enterprise Virtualization の前提条件

3.6.1.1. Red Hat Enterprise Virtualization Manager 3.1 以降での SmartState 分析: ストレー
ジサポートについての注記

SmartState 分析を Red Hat Enterprise Virtualization Manager 3.1 以降で実行する場合の以下の前提条件
に注意してください。

NFS

Red Hat CloudForms アプライアンスには NFS データストアのマウントが必要です。

iSCSI / FCP

Red Hat Enterprise Virtualization 3.1 および 3.2 の場合、クラスターは Red Hat Enterprise
Virtualization Hypervisor ホストではなく、完全な Red Hat Enterprise Linux ホストを使用す
る必要があります。Red Hat Enterprise Virtualization 3.3 以降ではいずれのタイプのホスト
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も使用できます。

SmartState 分析を実行するそれぞれの Red Hat CloudForms アプライアンスには、それぞ
れの割り当てられた iSCSI/FCP ストレージドメインへの共有可能で、ブート可能でない
DirectLUN アクセスが必要です。Smart 分析を実行するために、アプライアンスはデータス
トレージを DirectLUN ディスクとしてマウントする必要があります。

Red Hat CloudForms アプライアンスは iSCSI / FCP ストレージタイプの各データセンター
内に置かれる 必要があります。

その他のノード

管理エンジンリレーションシップの編集 オプションにより、仮想マシンの SmartState 分析
ジョブで、Red Hat CloudForms アプライアンスが実行されているデータセンターを判別
し、Red Hat Enterprise Virtualization 環境でアクセスできるストレージを特定できます。

Red Hat CloudForms アプライアンスをセットアップし、プロバイダーの更新を実行し
た後に、仮想マシン アコーディオンメニューの一覧で Red Hat CloudForms アプライ
アンスを見つけ、その概要画面を表示します。

構成 → 管理エンジンリレーションシップの編集 をクリックします。

Red Hat CloudForms アプライアンスのこのインスタンスに関連するサーバーを選択し
ます。

重要

Red Hat CloudForms データベースを構成後に DirectLUN ディスクを割り当てた後に、
ターミナルでアプライアンスにアクセスし、pvscan を実行して DirectLUN ディスクを
検出します。または、Red Hat CloudForms 5.2.1 以降でアプライアンスを再起動して
ディスクを自動検出します。

3.6.1.2. Red Hat Enterprise Virtualization Manager 3.0 での SmartState 分析: ストレージサ
ポートについての注記

iSCSI または FCP ストレージを使用して Red Hat Enterprise Virtualization Manager 3.0 で SmartState
分析を実行するには 2 つ以上の手順を追加で実行する必要があります。NFS ストレージにはこれらの
要件はありません。

1. 分析を実行するホストと Red Hat CloudForms アプライアンスの DirectLUN サポートを有効
にします。

ホストで DirectLUN を有効にします。

Red Hat CloudForms アプライアンスで DirectLUN を有効にします。これを実行するに
は、必要な Red Hat Enterprise Virtualization ストレージを編集して LUNID 値を取得しま
す。次に、Red Hat Enterprise Virtualization ユーザーインターフェースの Red Hat
CloudForms アプライアンスの仮想マシンで、Edit → Custom Properties を右クリックし
てから選択し、Custom Properties 編集ボックスで以下を入力します。

directlun=<LUN ID>:readonly

複数のストレージドメインがある場合は、以下のようにカンマでそれらを区切ります。

directlun=<LUN ID 1>:readonly,<LUN ID 2>:readonly,<LUN ID 
N>:readonly
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注記

Red Hat CloudForms アプライアンスは、接続しようとしているストレージ
と同じデータセンターに置かれている必要があります。iSCSI または FCP
ストレージのある複数のデータセンターがある場合、仮想マシンのスキャン
に対応できるよう各データセンターに Red Hat CloudForms アプライアンス
が必要になります。

2. サーバーリレーションシップの設定: これは仮想マシンの SmartState 分析ジョブで、Red Hat
CloudForms アプライアンスが実行しているデータセンターを判別し、Red Hat Enterprise
Virtualization 環境でアクセスできるストレージを特定できるようにするために必要になりま
す。

a. Red Hat CloudForms アプライアンスをセットアップし、プロバイダーの更新を実行した後
に、仮想マシン アコーディオンメニューの一覧で Red Hat CloudForms アプライアンスを
見つけ、その概要画面を表示します。

b.  (構成) をクリックしてから、  (管理エンジンリレーションシップの編集) をクリッ
クします。

c. Red Hat CloudForms アプライアンスのこのインスタンスに関連するサーバーを選択しま
す。

3.6.2. VMware vSphere の前提条件

3.6.2.1. Red Hat CloudForms 上への VMware VDDK のインストール

VMware 環境で仮想マシンに対して SmartState 分析を実行するには、Virtual Disk Development Kit
(VDDK) が必要です。Red Hat CloudForms は VDDK 5.5 をサポートします。

1. VMware 社の Web サイトから VDDK 5.5 (本書の作成時では VMware-vix-disklib-5.5.0-
1284542.x86_64.tar.gz) をダウンロードしてください。

注記

VMware へのログイン ID をお持ちでない場合は、作成する必要があります。本
書の作成時点では、ファイルは Downloads → All Downloads, Drivers & Tools
→ VMware vSphere → Drivers & Tools の順に移動して見つけることができま
す。Automation Tools and SDKs を展開して vSphere Virtual Disk
Development Kit 5.5 を選択します。または、VMware サイトで検索機能を使っ
てファイルを見つけることができます。

2. VMware-vix-disklib-5.5.0-1284542.x86_64.tar.gz ファイルをダウンロードし、ア
プライアンスの /root ディレクトリーにコピーします。

3. アプライアンスへの SSH セッションを開始します。

4. 以下のコマンドを使用して VDDK 5.5 を展開し、インストールします。

# cd /root
# tar -xvf VMware-vix-disklib-5.5.0-1284542.x86_64.tar.gz
# cd vmware-vix-disklib-distrib
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# ./vmware-install.pl

5. インストール時にデフォルト設定を受け入れます。

Installing VMware VIX DiskLib API.
You must read and accept the VMware VIX DiskLib API End User License 
Agreement to continue.
Press enter to display it.
Do you accept? (yes/no) yes

Thank you.
What prefix do you want to use to install VMware VIX DiskLib API?
The prefix is the root directory where the other folders such as 
man, bin, doc, lib, etc. will be placed.
[/usr]

[userinput]#(Press Enter)#

The installation of VMware VIX DiskLib API 5.5.0 build-1284542 for 
Linux completed successfully. You can decide to remove this software 
from your system at any time by invoking the following command: 
"/usr/bin/vmware-uninstall-vix-disklib.pl".
Enjoy,
--the VMware team

6. ldconfig を実行して、Red Hat CloudForms から新たにインストールされた VDDK ライブラ
リーを検索できるようにします。

注記

以下のコマンドを実行して、VDDK ファイルが一覧表示され、アプライアンスか
らアクセスできることを確認します。

# ldconfig -p | grep vix

7. Red Hat CloudForms アプライアンスを再起動します。

VDDK が Red Hat CloudForms アプライアンスにインストールされます。これにより、アプライアンス
の SmartState 分析サーバーロールを使用することができます。

3.7. 仮想マシンとテンプレートの比較

Red Hat CloudForms サーバーを使って、複数の仮想マシンを比較することができます。これにより、
仮想マシンがそれらの元のテンプレートとどのように異なっているかを確認できます。これにより、欠
落しているパッチ、管理されていないユーザーアカウント、または承認されていないサービスを検出す
ることができます。

比較機能を使用して以下を実行します。

異なるホストの複数の仮想マシンを比較します。

複数の仮想マシンを並べて比較します。

複数の仮想マシンとベース間での共通点と相違点を概観します。
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比較表示をプロパティーのカテゴリーに制限します。

比較の結果を PDF または CSV ファイルに出力またはエクスポートします。

仮想マシンとテンプレートの比較

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、分析する項目をクリックします。

3. 比較する項目を確認します。

4.  (構成) をクリックしてから、  (選択した項目の比較) をクリックします。比較内容
が、制限されたプロパティーセットの一覧と共に折りたたみ表示されます。

5. 比較から項目を削除するには、項目列の下部にある  (インベントリーからこの項目の削除)
をクリックします。このオプションは、3 つ以上の仮想マシンを比較する場合にのみ選択でき
ます。

6. 1 つの画面に多くの項目を表示するには、  (折りたたみ表示) をクリックして折りたたみ

表示に移動します。展開表示に戻るには、  (展開表示) をクリックします。

7. タスクバーにはボタンが 2 つあり、表示タイプを切り替えることができます。

 (詳細モード) をクリックすると、属性のすべての詳細を表示できます。

 (有無確認モード) をクリックすると、ベースとの対比で属性の有無のみを確認できま
す。これは、ユーザーアカウントやハードウェアの有無など、ブール値のプロパティーを
指定できる属性のみに適用されます。

8. 他のすべての仮想マシンの比較の対象となるベース仮想マシンを変更するには、列の先頭にあ
るそのラベルをクリックします。

9. 仮想マシンの概要画面に移動するには、その 仮想サムネイル またはアイコンをクリックしま
す。

3.7.1. 仮想マシンとテンプレートの比較セクション

以下の表は、比較情報に関する各種セクションを示しています。
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セクション 説明

Properties (プロパティー) このセクションを使用して、仮想マシンのファイル
の場所、その名前、および仮想マシンモニターのベ
ンダーについての基本的な情報を表示します。ハー
ドウェア、ディスク、CD/DVD ドライブ、フロッ
ピードライブ、ネットワークアダプター、およびボ
リューム情報も含まれます。

Security (セキュリティー) これを使用して、テンプレートと比較した場合に承
認されていない可能性のあるものを含む、仮想マシ
ンのユーザーおよびグループを表示します。

Configuration (構成) これを使用してゲストアプリケーション、Win32
サービス、Linux Init プロセス、カーネルドライ
バー、ファイルシステムドライバー、およびパッチ
を確認します。

My Company のタグ すべてのタグを表示します。

3.7.2. 仮想マシンの比較セクションの使用

比較セクションを使用して、各種の比較データを表示し、そのデータを複数の異なる方法で表示しま
す。

1. 比較画面の左側で、表示するプロパティーのカテゴリーを選択します。

2. 適用 をクリックします。

3. セクション名の横のプラス記号をクリックして展開します。

4. 展開表示  について以下に説明します。プロパティーのタイプによって、プロパティーの値
またはプロパティーを表すアイコンのいずれかが表示されます。

プロパティーがベースと同じ色で表示される場合、該当プロパティーについて比較した仮
想マシンがそのベースと一致することを示します。

プロパティーがベースと異なる色で表示される場合、該当プロパティーについて比較した
仮想マシンがそのベースと一致しないことを示します。

5. 折りたたみ表示  の場合プロパティーの値は表示されません。以下のアイコンはすべての項
目について説明します。

 (チェックマーク) は、該当プロパティーについて比較した仮想マシンがそのベースと
一致することを示します。マウスをポイントすると、プロパティーの値が表示されます。

 (x) は、該当プロパティーについて比較した仮想マシンがそのベースと一致しないこと
を示します。マウスをポイントすると、プロパティーの値が表示されます。

6. セクション名の横のマイナス記号をクリックして折りたたみます。
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この比較は、複数の方法で表示できます。外部ツールで分析を行うためにデータをエクスポートする
か、または比較に基づくレポートを作成します。

3.7.3. 仮想マシン比較レポートの作成

比較レポートのデータを TXT、CSV または PDF 形式で出力します。

1. レポートの比較を作成します。

2. 選択したレポートタイプの出力ボタンをクリックします。

テキストファイルでダウンロードするには、  (テキスト形式の比較レポートのダウン
ロード) をクリックします。

CSV ファイルについては、  (CSV 形式の比較レポートのダウンロード) をクリックし
ます。

PDF ファイルでダウンロードするには、  (PDF 形式の比較レポートのダウンロード)
をクリックします。

3.8. RED HAT VIRTUALIZATION 仮想マシンの電源状態の制御

以下の手順に従って、Red Hat CloudForms コンソールから Red Hat Virtualization の電源状態を制御し
ます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. 仮想マシンをクリックして電源状態を変更します。

3. 電源操作 をクリックしてから、任意の電源操作のボタンをクリックします。利用可能な操作
は、仮想マシンの現在の電源状態により異なります。

 (ゲストのシャットダウン) をクリックして仮想マシンのゲスト OS をシャットダウン
します。

 (ゲストの再起動) をクリックして、仮想マシンのゲスト OS を再起動します。

 (電源オン) をクリックして仮想マシンの電源を投入します。

 (電源オフ) をクリックして仮想マシンの電源をオフにします。

 (一時停止) をクリックして仮想マシンを一時停止します。

4. OK をクリックします。

3.9. 仮想マシンとテンプレートの更新

仮想マシンを更新すると、プロバイダーまたはホストがアクセスできる最新データを取得できます。こ
れには、電源状態、コンテナー、および仮想マシンに割り当てられたハードウェアデバイスなどの情報
が含まれます。
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1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、分析する項目をクリックします。

3. 更新する項目を確認します。

4.  (構成) をクリックしてから 仮想マシンタスクバー 上の  (リレーションシップと電源状
態の更新) をクリックします。

コンソールは、選択した仮想マシンに関連付けられたデータの更新された一覧を返します。

3.10. 仮想マシンおよびテンプレートからの実行中プロセスの抽出

Red Hat CloudForms は、Windows 仮想マシン上で実行されるプロセスを収集できます。これを実行す
るには、仮想マシンが置かれているゾーンのドメインの認証情報を入力します。

詳細は、『設定全般』を参照してください。

仮想マシンは実行中であり、通常は SmartState 分析で取得される IP アドレスが VMDB になければな
りません。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. 仮想マシンにチェックを入れてプロセスを収集します。

3.  (構成) をクリックしてから、タスクバー上の  (実行中プロセスの抽出) をクリックしま
す。

4. OK をクリックします。

サーバーは実行中のプロセスを返します。仮想マシンの概要を表示して詳細を確認します。

3.11. 仮想マシンとテンプレートの所有権の設定

仮想マシンおよびテンプレートのグループの所有者は、個々のユーザーまたはグループ別に設定できま
す。これにより、追加のフィルター方法を利用でき、クォータを適用するために使用できます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、変更する項目をクリックします。

3. 所有権を設定する項目にチェックを入れます。

4.  (構成) をクリックしてから、仮想マシンのタスクバー 上で  (所有権の設定) をクリッ
クします。

5. 所有者の選択 ドロップダウンリストからユーザーを選択し、グループの選択 ドロップダウンリ
ストからグループを選択します。
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6. 保存 をクリックします。

3.12. VMDB からの仮想マシンとテンプレートの削除

仮想マシンの使用が停止された場合や、トラブルシューティングを実行する必要がある場合、特定の仮
想マシンを VMDB から削除する必要がある可能性があります。ただし、これによって仮想マシンやテ
ンプレートがそのデータストアまたはプロバイダーから削除される訳ではありません。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、削除する項目をクリックします。

3. 削除する項目を確認します。

4.  (構成) をクリックしてから  (VMDB からの削除) ボタンをクリックします。

5. OK をクリックします。

3.13. 仮想マシンとテンプレートのタグ付け

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、タグ付けする項目をクリックします。

3. タグ付けする項目にチェックを入れます。

4.  (ポリシー) をクリックして  (タグの編集) を選択します。

5. 最初のドロップダウンリストからカスタムタグを選択して、そのタグの値を指定します。

3.14. VMWARE 仮想マシンのストレージプロファイルの表示

VMware ストレージプロファイルによって、ポリシーをデータストアに割り当てることができます。ス
トレージプロファイルは、仮想マシンがデータストアの設定に従って動作するよう仮想マシンにタグ付
けするために使用されます。

Red Hat CloudForms は、インベントリーの VMware 仮想マシンのストレージプロファイル情報を取得
し、仮想マシンとディスクをそれらの情報に関連付けます。
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仮想マシンのストレージプロファイルを表示するには、以下を実行します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. VMware 仮想マシンをクリックしてその概要ページを開きます。

3. VMware ストレージプロファイル は プロパティー の下に一覧表示されます。

VMware 仮想マシンを Red Hat CloudForms でプロビジョニングする際に、ストレージプロファイル
を、クローン作成するテンプレートとして仮想マシンを使用して割り当てます。その方法についての説
明は、『仮想マシンおよびホストのプロビジョニング』の「仮想マシンのプロビジョニング」を参照し
てください。

3.15. 収集後の実行中プロセスの表示

1. 収集されたプロセスを持つ仮想マシンをクリックします。

2. 診断 セクションから、実行中プロセス をクリックします。

実行中プロセスの最新のコレクションが表示されます。列ヘッダーをクリックしてこの一覧の並べ替え
を実行します。

3.16. 仮想マシンまたはテンプレートプロパティーの編集

親および子仮想マシンを設定するために仮想マシンまたはテンプレートのプロパティーを編集します。
SmartState 分析もこれを検知できます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、編集する項目をクリックします。

3. 項目をクリックしてプロパティーを編集します。

4.  構成 をクリックしてから、タスクバーで  選択したタイムプロファイルの編集 をク
リックします。
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5. 親仮想マシン ドロップダウンリストから、親仮想マシンを選択します。

6. 子仮想マシン の選択から、利用可能な仮想マシン の一覧から現在の仮想マシンに基づいて仮想
マシンを選択します。

7. 保存 をクリックします。

3.17. 仮想マシンまたはテンプレートの所有権の設定

仮想マシンまたはテンプレートの所有者は、個々のユーザーまたはグループ別に設定します。これによ
り、設定項目の追加のフィルター方法を利用できます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、分析する項目をクリックします。

3. 所有権を設定する項目をクリックします。

4.  (構成) をクリックしてから、タスクバー上の  (所有権の設定) をクリックします。

5. 所有者の選択 ドロップダウンリストから、ユーザーを選択します。

6. グループの選択 ドロップダウンリストから、グループを選択します。

7. 保存 をクリックします。

3.18. 仮想マシンの適切なサイズ設定

Red Hat CloudForms は収集された統計を使用して、仮想マシンの最適なサイズを推奨します。Red Hat
CloudForms は 通常の動作範囲 からの情報を使用して推奨値を計算します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. 適切なサイズ設定を実行する仮想マシンをクリックします。

3.  (構成) をクリックしてから  (推奨される適切なサイズ) ボタンをクリックします。

新たなページがメモリーと CPU の推奨値の 3 つのレベルと共に表示されます。「保守的
(Conservative)」、「中程度 (Moderate)」、および「アグレッシブ (Aggressive)」のそれぞれの値が通
常の作動範囲の横に表示されます。

3.19. 仮想マシンの容量 & 使用状況チャートの表示

クラスターを構成する仮想マシンの容量および使用状況データを表示できます。日次チャートには、終
日データのみが含まれることに注意してください。1 日の 24 データポイントが利用不可である場合、
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日次チャートは表示されません。一部の容量および使用状況データについては、Red Hat CloudForms
は線形回帰を使用して作成されるトレンドラインをチャートに表示します。この計算には、指定する間
隔で収集される Red Hat CloudForms が収集する容量と使用状況データが使用されます。

注記

サーバーには、この機能を使用できるようにするために、容量 & 使用状況コレクター の
サーバーロールを割り当てたプロバイダーに対するネットワークの可視性が必要です。

データを収集するには、仮想マシンの電源をオンにする必要があります。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン から、容量データを表示するためにア
コーディオンメニューをクリックします。

2. 表示する項目をクリックします。

3.  (監視) をクリックしてから  (使用状況) をクリックします。

4. 間隔 から、日次、毎時、または 最新の時間 のデータポイントを表示するよう選択します。日
次 を選択すると、日付 を選択して、その日付からどの程度遡るかを指定することもできま
す。毎時 を選択すると、毎時データを表示する日付を選択できます。タイムプロファイル を使
用している場合、それをオプションとして選択することもできます。

5. 比較対象 から、親ホスト または 親クラスター を選択します。両方の項目の容量 & 使用状況
チャートが同時に表示されます。
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注記

日次チャートには、終日データが含まれます。これは Red Hat CloudForms が 1 日の
データポイント 24 個すべてが含まれていない場合は、その日のデータは表示しないこと
を意味します。

使用率のトレンドレポートなどデータの最適化に関する情報は、「6章データの最適化」を参照してく
ださい。

3.20. 仮想マシンまたはテンプレートのタイムラインの表示

ホストに登録されている仮想マシンまたはテンプレートのイベントのタイムラインを表示します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. 仮想マシンをクリックしてタイムラインを表示します。

3.  (監視) をクリックしてから、タスクバーで  (タイムライン) をクリックします。

4. オプション から、表示する期間や表示するイベントタイプをカスタマイズします。

間隔 のドロップダウンリストを使用して、毎時または毎日のいずれかのデータポイントを
選択します。

日付 を使用して、表示するタイムラインの日付を入力します。

日次タイムラインを表示している場合、表示 を使用して何日分遡るかを設定します。最大
31 日分の履歴を取得できます。

3 つの イベントグループ のドロップダウンリストでは、異なるイベントグループを選択し
て表示することができます。それぞれ独自の色が使用されます。
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レベル ドロップダウンリストから、概要 イベントまたはイベントの 詳細 一覧を選択しま
す。たとえば、電源オン のイベントの詳細レベルには、電源オン要求、開始イベント、実
際の 電源オン イベントが含まれる可能性があります。概要 を選択した場合、タイムライン
には 電源オン イベントのみが表示されます。

5. タイムラインで項目の詳細を確認するには、その項目をクリックします。クリック可能なリ
ソースへのリンクが吹き出しに表示されます。

3.21. 仮想マシンまたはテンプレートの概要

特定の仮想マシンまたはテンプレートをクリックする場合、仮想サムネイル および 概要 という項目に
ついてのオペレーティングシステム固有の画面が表示されます。そのセクションの詳細を表示するには
概要 のサブカテゴリーをクリックします (該当する場合)。

注記

SmartState 分析を仮想マシンまたはテンプレートで実行すると、さらに詳細な情報がこ
れらのカテゴリーに表示されます。

プロパティー には、ベースオペレーティングシステム、ホスト名、IP アドレス、仮想マシンベ
ンダー、CPU アフィニティー、システムに割り当てられたデバイス、およびスナップショット
などの情報が含まれます。これには、複数のパーティション、複数のディスク、Linux 論理ボ
リューム、拡張パーティション、および Windows ドライブを分析する機能が含まれます。いく
つかのカテゴリーをクリックしてさらに詳細を確認できます。たとえば、コンテナー をクリッ
クすると、仮想マシンに関連付けられたメモを表示できます。

ライフサイクル には、検出と最後の分析の日付が表示されます。リタイア日または所有者が設
定されている場合はそれらも表示されます。
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リレーションシップ には、親ホスト、親および子の仮想マシンなどのツリーおよびドリフトな
どの情報が含まれます。

ストレージのリレーションシップ には、ファイラー、LUN、ボリュームおよびファイル共有と
のリレーションシップが表示されます。

VMsafe には、有効にされている場合は VMsafe エージェントのプロパティーが表示されます。
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通常の作動範囲 には、この仮想マシンの通常の作動範囲の値が表示されます。それらの統計
は、適切なサイズ設定の推奨値の計算に使用されます。

電源管理 には、現在の電源状態、最後の起動時間、および最後に行った電源状態の変更が表示
されます。状態の変更日 は、仮想マシンで電源状態を最後に変更した日付です。これは電源状
態のコンテナービューのため、オペレーティングシステムを再起動しても、コンテナーの電源
状態は変更されず、この値は更新されません。

セキュリティー には、ユーザー、グループ、およびセキュリティーパッチについての情報が含
まれます。概要 画面に表示される項目がゲストのオペレーティングシステムに基づいて変更さ
れることに注意してください。

構成 には、アプリケーション、サービス、パッケージ、init プロセスの情報が含まれます。こ
のセクションはベースのオペレーションシステムによって異なります。
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データストア割り当ての概要 には、ディスクの配置およびシンプロビジョニングの情報と共
に、この仮想マシンに割り当てられているディスク領域のサイズが表示されます。

データストア使用状況の概要 には、仮想マシンが実際に使用しているディスクとメモリーの量
が表示されます。

診断 では、実行中のプロセスを表示するリンクと、最後に収集されたイベントログの情報が提
供されます。

スマート管理 には、この仮想マシンに割り当てられたタグすべてが表示されます。

3.22. オペレーティングシステムのプロパティーの表示

仮想マシンの概要 またはアコーディオンメニューからオペレーティングシステムの詳細を表示します。
Windows システムの場合は、仮想マシンの アカウントポリシー を確認します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン から、概要 を表示する項目をクリック
します。

2. プロパティー セクションから、オペレーティングシステム をクリックします。

オペレーティングシステムプロパティーおよび アカウントポリシー が展開表示されます。このビュー
はオペレーティングシステムによって異なります。

3.23. 仮想マシンまたはテンプレートスナップショット情報の表示

スナップショットの一覧を表示して、それらの作成履歴およびサイズを確認します。Red Hat
CloudForms は、スナップショットの説明、サイズ、および作成時間を表示すると共に、スナップ
ショットのツリーも表示します。
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注記

スナップショットのサイズは、SmartState 分析 を正常に完了した場合にのみ選択でき
ます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. スナップショットを表示する項目が含まれるアコーディオンメニューをクリックします。

3. 項目をクリックして、その 概要 を表示します。

4. 概要 から、プロパティー セクションにある スナップショット をクリックします。

5. スナップショットはツリー形式で表示され、それらのツリーが取り込まれます。

3.24. 仮想マシンまたはテンプレートのユーザー情報の表示

Red Hat CloudForms の SmartState 分析 機能はユーザー情報を返します 。ユーザーにドリルダウンし
て、グループメンバーシップを含む、ユーザーのアカウントの詳細を取得します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、ユーザー情報を表示する項目をクリックします。

3. 項目をクリックして、その 概要 を表示します。

4. 仮想マシンの概要 の セキュリティー セクションから、ユーザー をクリックします。

5. ユーザーをクリックして詳細を表示します。

3.25. 仮想マシンまたはテンプレートのグループ情報の表示

Red Hat CloudForms の SmartState 分析 機能はグループ情報を返します 。グループを探索してユー
ザーの一覧を取得します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、ユーザー情報を表示する項目をクリックします。

3. 項目をクリックして、その 概要 を表示します。

4. 仮想マシンの概要 の セキュリティー セクションから、グループ をクリックします。

5. グループをクリックしてユーザーを表示します。

3.26. 仮想マシンまたはテンプレートのツリー表示

Red Hat CloudForms は仮想マシンの系列を検出します。仮想マシンの系列を表示し、そのツリーの一
部を構成するインスタンスの比較を行います。これにより、ツリーを共有するインスタンスをタグ付け
することもできます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、ツリー表示する項目をクリックします。
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3. 項目をクリックして、その 概要 を表示します。

4. 概要 の リレーションシップ セクションから、ツリー表示 をクリックします。

3.27. 仮想マシンまたはテンプレートのツリーの比較

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、ツリー表示する項目をクリックします。

3. 項目をクリックして、その 概要 を表示します。

4. 概要 の リレーションシップ セクションから、ツリー表示 をクリックします。

5. 比較する項目を確認します。

6.  (選択した仮想マシンの比較) をクリックします。

3.28. 共通のツリー表示での仮想マシンまたはテンプレートのタグ付け

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、ツリー表示する項目をクリックします。

3. タグ付けする項目にチェックを入れます。

4.  (ポリシー) をクリックして  (タグの編集) を選択します。

5. 最初のドロップダウンリストからカスタムタグを選択して、そのタグの値を指定します。

3.29. 仮想マシンまたはテンプレートでのドリフトの削除

仮想マシンの設定は時間の経過と共に変更される可能性があります。ドリフト とは、異なる時点の仮想
マシンを比較した内容のことです。この情報を収集するには、仮想マシンを最低でも 2 回分析する必要
があります。ドリフトを検出すると、以下の利点があります。

マシンの最新の既知の状態と現在の状態の差異を表示できること

複数の時点で特定の仮想マシンに加えられた構成の変更をレビューできること

複数の時点で特定の仮想マシンに加えられたホストおよびデータストアの関連付けの変更をレ
ビューできること

2 回のチェックで仮想マシンに加えられた分類の変更をレビューできること

一定期間における単一の仮想マシンの設定ドリフトを取得できること

仮想マシンまたはテンプレートのドリフトを検出するには、以下を実行します。
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1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. 項目をクリックして、その 概要 を表示します。

3. 概要 の リレーションシップ セクションから、ドリフト履歴 をクリックします。

4. 比較する分析内容を確認します。

5. 画面上部の  (ドリフト分析のために最大 10 個までのタイムスタンプを選択) をクリック
します。結果が表示されます。

6. 左側の ドリフト セクションにチェックを入れて比較内容を表示します。

7. 適用 をクリックします。

8. 展開表示  について以下に説明します。プロパティーのタイプによって、プロパティーの値
またはプロパティーを表すアイコンのいずれかが表示されます。

プロパティーがベースと同じ色で表示される場合、該当プロパティーについて比較した分
析がベースと一致することを示します。

プロパティーがベースと異なる色で表示される場合、該当プロパティーについて比較した
分析がベースと一致しないことを示します。

9. 折りたたみ表示  の場合は、プロパティーの値は表示されません。アイコンで表されるすべ
ての項目について以下で説明します。

 (チェックマーク) は、該当プロパティーについて比較した分析がベースと一致するこ
とを示します。マウスをポイントすると、プロパティーの値が表示されます。

 (三角形) は、該当プロパティーについて比較した分析がそのプロパティーのベースと
一致しないことを示します。マウスをポイントすると、プロパティーの値が表示されま
す。このセクションの横にあるマイナス記号をクリックしてこれを折りたたみます。

10. ビューの範囲を制限するには、リソース ボタンセクションの 3 つのボタンを使用します。

 (すべての属性) をクリックすると、選択したセクションのすべての属性が表示されま
す。

 (異なる値を持つ属性) をクリックすると、ドリフト間で異なる属性のみが表示されま
す。

 (同じ値を持つ属性) をクリックすると、ドリフト間で同じ属性のみが表示されます。

11. ビューのモードを制限するには、リソース ボタンセクションの 2 つのボタンを使用します。

属性の詳細をすべて表示するには、  (詳細モード) をクリックします。
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ベースと比較して属性の有無のみを確認するには、  (有無確認モード) をクリックしま
す。これは、ユーザーアカウントやハードウェアの有無など、ブール値のプロパティーを
指定できる属性のみに適用されます。

これでドリフト分析が作成されます。外部ツールで分析を行うためにデータをダウンロードするか、ま
たはドリフトからレポートを作成します。

3.30. 仮想マシンまたはテンプレートのドリフトレポートの作成

1. 分析する比較を作成します。

2.  (ダウンロード) をクリックします。

3. 希望のレポート種別の出力ボタンをクリックします。

テキストファイルの場合は、  (テキスト形式のドリフトレポートのダウンロード) をク
リックします。

csv ファイルの場合は、  (CSV 形式のドリフトレポートのダウンロード) をクリックし
ます。

テキストでダウンロードするには、  (PDF 形式のドリフトレポートのダウンロード) を
クリックします。

3.31. 仮想マシンまたはテンプレートの分析履歴の表示

SmartState 分析が仮想マシン上で実行されるたびに、タスクについてのレコードが作成されます。この
情報は仮想マシンのアコーディオンメニュー、または仮想マシンの概要のいずれかより参照できます。
この詳細を使用し、最後の分析が完了した時およびそれが正常に完了したかどうかを確認できます。分
析でエラーが発生した場合には、そのエラーが表示されます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、ツリー表示する項目をクリックします。

3. 項目をクリックして、その 概要 を表示します。

4. 概要 の リレーションシップ セクションから、分析履歴 をクリックします。最近の 10 件の分
析までの履歴が表示されます。

5. 特定の分析をクリックしてその詳細を表示します。

3.32. 仮想マシンまたはテンプレートのディスク情報の表示
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SmartState 分析が仮想マシンまたはテンプレート上で実行されるたびに、項目に関連付けられたディス
クについての情報が収集されます。これには、ディスクおよびファイルシステムのタイプと共に空き領
域および使用済み領域の情報が含まれます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. 項目をクリックして、その 概要 を表示します。

3. データストア割り当ての概要 から、ディスク をクリックします。

項目のディスクの一覧が、タイプ、ファイルシステム、サイズおよび使用状況についての情報と共に表
示されます。

3.33. 仮想マシンの再設定 (VMWARE および RED HAT VIRTUALIZATION
仮想マシンのみ)

メモリー、プロセッサーおよびディスクは、この仮想マシンの再設定 ボタンを使用して既存の VMware
および Red Hat Virtualization 仮想マシン上で再設定できます。

重要

以下の制限が、Red Hat Virtualization 仮想マシンディスクの追加および削除に適用され
ます。

Red Hat Virtualization 4.0 以降でサポートされていること。

単一のブート可能なディスクのみがサポートされる。

仮想マシンでは、1 つ以上の既存ディスクが他のディスクの追加を許可できる必
要があります。これは、宛先ストレージが Red Hat CloudForms ダイアログから
指定できず、既存ディスクに関連付けられたストレージが再利用されるためで
す。

3.33.1. ディスクの仮想マシンへの追加

ディスクは、以下の手順を実行して VMware または Red Hat Virtualization 仮想マシンに追加できま
す。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. ターゲットの仮想マシンを選択します。

3.  (構成) をクリックしてから、  (この仮想マシンの再設定) をクリックします。

4. ディスクの追加 をクリックします。

5. ディスクタイプ、モード、サイズおよび依存関係オプションを指定します。

6. 送信 をクリックします。

ディスクの追加後に、コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動すると新規
ディスクを表示できます。ターゲット仮想マシンを開いてから、デバイス をクリックして新規ディスク
を表示します。
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3.33.2. 仮想マシンディスクの削除

ディスクは、以下の手順を実行して VMware または Red Hat Virtualization 仮想マシンから削除できま
す。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. ターゲットの仮想マシンを選択します。

3.  (構成) をクリックしてから、  (この仮想マシンの再設定) をクリックします。

4. ディスクの横の 削除 をクリックして削除します。

5. 送信 をクリックします。

3.33.3. 仮想マシンのメモリーサイズの拡大または縮小

以下の手順を実行して VMware または Red Hat Virtualization 仮想マシンのメモリーサイズを拡大また
は縮小することができます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. ターゲットの仮想マシンを選択します。

3.  (構成) をクリックしてから、  (この仮想マシンの再設定) をクリックします。

4. メモリー の横にある Yes を選択してメモリーオプションを表示します。

5. 必要なメモリーのサイズおよび単位 (MB または GB) を指定します。

6. 送信 をクリックします。

仮想マシンのメモリー追加要求が処理されます。

3.33.4. 仮想マシンのプロセッサーの再設定

以下の手順を実行して VMware または Red Hat Virtualization 仮想マシンのプロセッサーを再設定でき
ます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. ターゲットの仮想マシンを選択します。

3.  (構成) をクリックしてから、  (この仮想マシンの再設定) をクリックします。

4. プロセッサー の横にある Yes を選択してプロセッサーのオプションを表示します。
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5. ソケット数とソケットあたりのコア数を指定します。再設定画面で、合計プロセッサー が計算
されます。

6. 送信 をクリックします。

仮想マシンのプロセッサーが再設定されます。

3.34. 仮想マシンまたはテンプレートのイベントログの表示

分析プロファイル を使用して、仮想マシンからイベントログ情報を収集します。

注記

この機能は Windows のみに利用できます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、イベントログを表示するために項目をクリックしま
す。

3. 項目をクリックして、その 概要 を表示します。

4. 診断 から、イベントログ をクリックします。

収集されるイベントログのエントリーが表示されます。列ヘッダーをクリックしてこの一覧の並べ替え
を実行します。
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3.35. VNC および SPICE コンソール

重要

コンソールを起動するには、ブラウザーのポップアップブロック機能を無効にする必要
があります。

コンソールとは、起動画面、シャットダウン画面、および仮想マシンのデスクトップを表示し、物理マ
シンと同じように仮想マシンと対話するためのグラフィカルウィンドウです。

仮想マシンのコンソールを開く前に、ネットワーク層でのコンソールのアクセスを設定してから、仮想
マシンコンソールのブラウザープラグインおよび証明書を設定する必要があります。仮想マシンコン
ソールの接続が正常に機能するように、Websocket フラグが On に設定されているようにしてくださ
い。CloudForms の『全般設定』の「サーバー制御の設定」を参照してください。

Red Hat CloudForms では、HTML5 ベースの VNC および SPICE コンソールの以下のサポートを提供
しています。

Red Hat Enterprise Virtualization Manager の VNC および SPICE コンソール (websocket プロ
キシーを使用)

VMware の VNC コンソール (websocket プロキシーを使用)

OpenStack の VNC コンソール (OpenStack で提供される websocket プロキシーを使用)

上記のいずれも、ブラウザーのすべての最新バージョンでサポートされる websocket プロトコルを使用
し、SSL を使用して websocket 接続を暗号化できます。

OpenStack

Red Hat CloudForms はコンソールの URL を取得するためにのみ API 呼び出しを行い、そのコン
ソールを Web ブラウザーで開きます。詳細は、Red Hat OpenStack Platform の 『インスタンス &
イメージガイド』 の 「VNC コンソールへの直接接続」 を参照してください。

Red Hat Enterprise Virtualization Manager および VMware

デフォルトで、websocket 接続はアプリケーションの接続方法に応じて HTTPS または HTTP 経由
で実行されます。アプライアンスでは HTTPS を使用する可能性が高いため、websocket 接続は
wss:// になります (websocket と SSL)。
仮想マシンコンソールのアクセスが可能になるように Red Hat Virtualization Manager を設定する場
合、各仮想マシンの表示タイプを noVNC または SPICE HTML5 に設定します。SPICE HTML5 コン
ソールクライアントのサポートはテクノロジーレビューとして提供されます。コンソールオプショ
ンの設定についての詳細は、Red Hat Virtualization の『仮想マシン管理ガイド』の「コンソールオ
プションの設定」を参照してください。

3.35.1. ネットワーク層での VMware ESXi ホストへのコンソールアクセスの設定

VNC または HTML5 コンソールへのアクセスの設定時に、ネットワーク層で以下を確認します。

すべての VNC ポート (5900-6000) が Red Hat CloudForms コンソールにアクセスするマシンか
ら Red Hat CloudForms に開かれている。

すべての VNC ポート (5900-6000) が Red Hat CloudForms から、アクアセスする仮想マシンを
実行している各 VMware ESXi ホストに開かれている。
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VMware ESXi ホストのファイアウォールは有効にされており、VMware ESXi ホストファイア
ウォールのポートは開かれている。

VNC サービス (gdbserver) は実行中であり、gdbserver サービスには通常 
/etc/vmware/firewall/service.xml ファイアウォールルールの設定で定義されるポート
5900-6000 との関連付けがある。
gdbserver ルールセットは、Red Hat CloudForms の HTML5 コンソールまたは VNC コン
ソールからアクセスされる仮想マシンを実行する各 ESXi ホストで有効にされる必要がある。
ルールセットはホスト自体で設定するか、または VMware vCenter web ユーザーインター
フェースを使用して設定できます。

以下の手順は VMware vCenter 5.0 以降に適用されます。

3.35.1.1. SSH の使用によるコンソールアクセスを有効にするための VMware ESXi ホストの設
定

SSH を使用してホスト上で gdbserver ルールセットを設定します。

1. ホストにアクセスするには、以下を実行します。

# ssh host@example.com

2. gdbserver パラメーターを設定します。

# esxcli network firewall ruleset set --ruleset-id gdbserver --
enabled true

3. ルールセットがアクティブであることを確認します。

# esxcli network firewall ruleset list

3.35.1.2. VMware vCenter Web インターフェースの使用によるコンソールアクセスを有効に
するための ESXi ホストの設定

VMware vCenter web ユーザーインターフェースを使用してホストに gdbserver ルールセットを設定
します。

1. VMware vCenter web インターフェースで ESXi ホストを選択します。

2. Manage タブをクリックします。

3. Settings サブタブをクリックします。

4. 左側の一覧から System → Security Profile をクリックします。

5. 編集 をクリックします。

6. gdbserver ルールセットを選択してから OK をクリックします。

3.35.1.3. コンソールアクセス用の VMware ESXi ホストファイアウォールの設定

以下の手順を実行して、HTML5 または VNC コンソールのゲスト仮想マシンコンソールへのアクセスを
可能にするために VMware ESXi ホストファイアウォールのポートを設定します。ファイアウォールの
ポートは、Red Hat CloudForms の HTML5 または VNC コンソールでアクセスされる仮想マシンを実行
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する各 VMware ESXi ホストで有効にされる必要があります。

1. vSphere クライアントにログインし、Home → Inventory → Hosts and Clusters  を選択しま
す。

2. Hosts/Clusters ツリービューで、HTML5 または VNC コンソールアクセス用に設定する
VMware ESXi ホストを選択します。

3. Configuration タブを選択して Software ボックスを開きます。

4. Security Profile を選択します。

5. Firewall セクションから Properties リンクを選択し、Firewall Properties ダイアログウィンド
ウに移動します。

6. Firewall Properties で、GDB Server にスクロールダウンし、これを選択します。

7. OK をクリックします。

3.35.2. 仮想マシンコンソール用のブラウザープラグインの設定

このセクションは、仮想マシンコンソールにアクセスするための VMware MKS または VMware VMRC
ブラウザープラグインの使用にのみ適用されます。これは HTML5 コンソール経由でのアクセスには適
用されません。

仮想マシンコンソールにアクセスするためにブラウザーを使用するには、Red Hat CloudForms にアク
セスするマシンに VNC がインストールされている必要があり、ブラウザーに VMware MKS プラグイン
または VMware VMRC プラグインがインストールされている必要があります。

1. 設定メニューから、構成 を選択します。

2. 設定 アコーディオンメニューから ゾーン をクリックします。

3. Red Hat CloudForms サーバーが配置されているゾーンをクリックします。

4. サーバーをクリックします。

5. 詳細 タブをクリックします。

6. サーバー構成パラメーターの下で、以下の行を追加します。

remote_console_type: console

console をセットアップしたブラウザープラグインに置き換えます。有効な値は mks および 
vmrc です。

7. 保存 をクリックします。

3.35.3. 仮想マシンのコンソールの表示

仮想マシンの web ベースの VNC または SPICE コンソールを開きます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. アクセスする仮想マシンをクリックします。
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3.  (アクセス) をクリックして、仮想マシンコンソール または Web コンソール を選択しま
す。

仮想マシンコンソールがブラウザーの新規タブで開きます。

3.36. 仮想マシンのスナップショットの管理 (RED HAT VIRTUALIZATION
仮想マシンのみ)

スナップショットとは、ある時点における、任意またはすべての仮想マシンのオペレーティングシステ
ムとアプリケーションのビューです。仮想マシンに変更を加えると予期せぬ結果をもたらす可能性があ
る場合には、その変更を加える前に仮想マシンのスナップショットを作成しておきます。スナップ
ショットを使用すると、仮想マシンを以前の状態に戻すことができます。

このセクションの手順は、Red Hat Virtualization の仮想マシンのみが対象です。コンピュート → イン
フラストラクチャー → プロバイダー に移動して、インフラストラクチャープロバイダー毎に仮想マシ
ンを表示します。

注記

Red Hat Virtualization の仮想マシンのスナップショットについての詳細は、仮想マシン
管理ガイド のスナップショットを参照してください。

3.36.1. 仮想マシンのスナップショットの作成

仮想マシンのスナップショットを作成するには、以下を実行します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. ターゲットの仮想マシンを選択し、その詳細を表示するために開きます。

3. プロパティー下で、スナップショットをクリックして、仮想マシンのスナップショットについ
ての情報を表示します。

4.  (この仮想マシンの新規スナップショットを作成) をクリックします。

5. 説明 にスナップショットの詳細を入力します。

6. (オプション) スナップショットのスナップショット仮想マシンメモリーにチェックを入れて、
仮想マシンの現在の実行状態を保持します。このオプションは、仮想マシンの 電源状態 が

 (オン) に設定されている場合のみ表示されます。

7. 作成 をクリックします。

3.36.2. 仮想マシンのスナップショットの削除

仮想マシンのスナップショットを削除するには、以下を実行します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

2. ターゲットの仮想マシンを選択し、その詳細を表示するために開きます。

3. プロパティー下で、スナップショットをクリックして、仮想マシンのスナップショットについ
ての情報を表示します。
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4. 利用可能なスナップショット の下で削除するスナップショットを選択します。

5.  をクリックして、選択したスナップショットの削除 を選択します。

6. OK をクリックします。

3.36.3. 仮想マシンをスナップショットに戻す

仮想マシンはスナップショットを使用して直前の状態に戻すことができます。

重要

選択したスナップショットに戻す オプションを利用可能にするには、仮想マシンの状態
をオフにする必要があります。

仮想マシンをスナップショットに戻すには、以下を実行します。

1. 仮想マシンをオフにします。

2. コンピュート → インフラストラクチャー → 仮想マシン の順に移動します。

3. ターゲットの仮想マシンを選択し、その詳細を表示するために開きます。

4. プロパティー下で、スナップショットをクリックして、仮想マシンのスナップショットについ
ての情報を表示します。

5. 利用可能なスナップショット の下で元に戻すために使用するスナップショットを選択します。

6.  (選択したスナップショットに戻す) をクリックします。

7. OK をクリックします。

3.37. 仮想マシンをベースとしたテンプレートの作成

テンプレートとは、仮想マシンのコピーです。テンプレートを使用すると、後で同様の仮想マシンを繰
り返し作成する場合に作業を簡素化することができます。テンプレートには、ベースとなっている仮想
マシン上のソフトウェア設定、ハードウェア設定、およびインストール済みソフトウェアがキャプ
チャーされます。

第3章 仮想マシン

67



注記

テンプレートとして公開するには、仮想マシンは、以下の基準を満たす必要がありま
す。

仮想マシンは空にすること、アーカイブすること、孤立状態にすることはできま
せん。

仮想マシンは、Red Hat Virtualization プロバイダーと関連付ける必要がありま
す。

Red Hat Virtualization プロバイダー 4.0 以降で、CloudForms アプライアンスの 
/var/www/miq/vmdb/config/settings.yml で use_ovirt_engine_sdk
が true に設定されていること。

仮想マシンの電源状態が OFF であること。

テンプレートのシーリングは、Windows OS の仮想マシンではサポートされませ
ん。

既存の仮想マシンをベースにテンプレートを作成するには、以下を実行します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → プロバイダー の順に移動します。

2. Red Hat Virtualization プロバイダーをクリックします。

3. 仮想マシンを選択します。

4.  (ライフサイクル) をクリックしてから、  (選択した仮想マシンのテンプレートとしての
公開) をクリックします。

5. 要求 タブで 要求情報 を指定して、マネージャー を特定します。

a. メール アドレスを入力します・

b. 個別のフィールドに 名 と 姓 を入力します。

c. マネージャー の名前を入力します。

6. Purpose タブで新規テンプレートにタグを割り当てます。

a. タグカテゴリーをクリックして、該当するタグをチェックします

7. カタログ タブのフィールドを使用して、ソースの仮想マシンを特定し、テンプレートの詳細を
入力します。

a. 名前 フィールドからソースの仮想マシンを選択します。

b. (任意) テンプレートをシールする にチェックを入れます。
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注記

シーリングは virt-sysprep コマンドを使用して、仮想マシンからのシス
テム固有の詳細を削除してから、対象の仮想マシンをベースにしてテンプ
レートを作成します。こうすることで、元の仮想マシンの詳細が、同じテン
プレートを使用して作成される仮想マシンで使用されないようになります。
また、推測可能な vNIC の順番など、他の機能が正しく動作するようにしま
す。

c. 仮想マシン数 では、出力が単一のテンプレートであることを示します。

d. 作成したテンプレートの 名前 と 説明 を入力します。

8. 環境 タブで、テンプレートのディスクを作成するストレージドメインの情報を指定します。

a. CloudForms に作成先のクラスターやデータストアを決定させる場合は、Choose
Automatically にチェックを入れます。
または、以下の手順を使用してクラスターおよびデータストアの情報を手動で入力しま
す。

b. クラスター 一覧からテンプレートに関連付けるクラスターを選択します。デフォルトで
は、これは、ソースの仮想マシンのクラスターと同じです。

c. テンプレートのディスクを作成する宛先の データストア を選択します。

9. スケジュール タブのテンプレートをもとに仮想マシンのプロビジョニングおよびリタイヤの情
報を入力します。

a. スケジュール または スケジュール情報 の Immediately on Approval を選択して、仮想マ
シンのプロビジョニングのタイミングを決定します。

b. ドロップダウンを使用して ライフスパン で Time to Retirement を設定します。

10. 送信 をクリックします。
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第4章 リソースプール
リソースプールは、仮想マシンのグループ全体に CPU およびメモリーを割り当てるために使用されま
す。

4.1. リソースプールの削除

リソースプールの使用が停止しているか、またはトラブルシューティングが必要な場合には、VMDB か
ら削除する必要がある可能性があります。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → リソースプール の順に移動します。

2. 削除するリソースプールをクリックします。

3.  (構成) をクリックしてから  (VMDB からの削除) をクリックします。

4. OK をクリックします。

リソースプールが削除されます。仮想マシンは VMDB に残りますが、このリソースプールとの関連付
けは解除されます。

4.2. リソースプールのタグ付け

タグを使ってリソースプールを分類します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → リソースプール の順に移動します。

2. リソースプールをクリックしてタグ付けします。

3.  (ポリシー) をクリックして  (タグの編集) を選択します。

4. 最初のドロップダウンリストからカスタムタグを選択して、そのタグの値を指定します。

4.3. リソースプール概要の表示

リソースプールの概要を使用して、検出される仮想マシン、親ホスト、および親クラスターの数を確認
します。1 つのリソースプールをクリックして表示されるのはデフォルトビューです。

4.4. リソースプールアコーディオンメニュー

リソースプール アコーディオンメニューを使用して、リソースプールに関連付けられたプロパティーお
よびオブジェクトにアクセスします。

プロパティー をクリックしてリソースプールの概要画面を表示します。

リレーションシップ をクリックして、このリソースプールに関連するクラスター、仮想マシン
およびホストを表示します。
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第5章 データストア
ストレージの場所は、デジタル情報が置かれるデバイスとみなされ、リソースに接続されます。Red
Hat CloudForms は、VMFS および NFS データソースの両方の容量 & 使用状況データを検出し、分析
し、収集します。プロバイダーに接続されるデータストアは検出時に自動作成されます。リポジトリー
の作成時にもデータストアが自動作成されます。

データストアの検出後には、仮想マシン、ホスト、利用可能な領域を確認するためにデータストアを詳
しく調べる必要がある場合があります。

1. ファイルシステムタイプ

2. ホスト数

3. 仮想マシンの数

4. 利用可能な領域

5.1. データストアでの SMARTSTATE 分析の実行

データストアを分析して、データストア上のファイルのタイプについての情報を収集し、管理/登録済
み、管理/非登録、および非管理の仮想マシンの数を確認します。SmartState 分析を実行するために、
データストアは実行中のホストからアクセスでき、そのホストについての有効なセキュリティー認証情
報が提供されます。

注記

コンソールから SmartState 分析をデータストアで実行するには、コンテンツのデータを
返すのにしばらく時間がかかります。容量 & 使用状況ロールが有効にされている場合、
Red Hat CloudForms は、およそ 24 時間ごとにスケジュールに基づいて分析を自動的に
実行します。
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1. コンピュート → インフラストラクチャー → データストア の順に移動します。

2. 分析するデータストアを選択します。

3.  (構成) をクリックして  (SmartState 分析の実施) を選択します。

4. OK をクリックします。

5.2. データストアの表示

特定のデータストアをクリックして、その詳細を表示できます。画面にはデータストアのタスクバー、
仮想サムネイル、アコーディオンメニューおよび概要が表示されます。

データストア管理画面

1. データストアタスクバー: 選択したデータストアに対する 構成、ポリシー、監視 オプションを
選択します。

2. データストアの概要: データストアのプロパティー、ストレージ、仮想マシン情報などの概要を
表示します。

3. データストア PDF: PDF 形式でデータストアの概要を生成します。

4. データストアのアコーディオンメニュー: 選択したデータストアの プロパティー、リレーショ
ンシップ、コンテンツ の詳細が表示されます。

注記

コンテンツ セクションの詳細を表示するには、データストアで SmartState 分析を実行
します。SmartState 分析を実行する方法についての詳細は、「データベースでの
SmartState 分析の実行」を参照してください。

5.3. データストアのタグ付け

タグを使ってデータストアを分類します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → データストア の順に移動します。

2. データストアをクリックしてタグ付けします。
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3.  (ポリシー) をクリックして、  (タグの編集) を選択します。

4. 最初の一覧からカスタマータグを選択し、2 つ目の一覧からタグの値を選択します。

5. 必要に応じてタグを追加で選択します。

6. 保存 をクリックします。

5.4. データストアの容量&使用状況チャートの表示

データストアの容量&使用状況データを表示することができます。

注記

Red Hat CloudForms には、この機能を使用できるようにするために 容量 & 使用状況コ
レクター のサーバーロールを割り当てたプロバイダーに対するネットワークの可視性が
必要です。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → データストア の順に移動してから、容量と使用状
況データを表示するデータストアをクリックします。

2.  (監視) をクリックしてから、  (使用状況) をクリックします。

3. 間隔 で、毎時または日次データポイントを表示する選択をし、データを表示する日付を選択し
ます。

4. 仮想マシンタイプの表示 を使用して、管理/登録済み、管理/非登録、または非管理仮想マシン
のみを組み込みます。

管理/登録済みの仮想マシン: 仮想マシンはホストに接続され、 VMDB に存在します。さら
にテンプレートは管理システムに接続され、VMDB に存在します。

注記

テンプレートはホストに接続できません。

管理/登録解除された仮想マシン: 管理システムやホストに接続されていないが VMDB に存
在する、リポジトリー上の仮想マシンまたはテンプレートです。以前に登録時と認識され
た仮想マシンは、その仮想マシンが管理システムインベントリーから削除されると非登録
になる可能性があります。

Not Managed: 仮想マシンが VMDB にあるものに関連付けられていないデータストアで検
出されたファイル。これらのファイルは、Red Hat CloudForms が構成情報を持たない管理
システムに登録されている可能性があります。考えられる原因として、管理システムが検
出されていないか、管理システムは検出されているがセキュリティー認証情報が提供され
ていないことが挙げられます。

5. タイムプロファイル を選択してデータの時間の範囲を選択します。
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注記

日次チャートには、終日データが含まれます。1 日のデータポイント 24 個すべてが含ま
れていない場合は、その日のデータは表示されません。

使用率のトレンドレポートなどデータの最適化に関する情報は、「6章データの最適化」を参照してく
ださい。

5.5. データストアの削除

データストアに仮想環境に関連付けられたファイルが含まれない場合、それを VMDB から削除しま
す。このボタンはデータストアが完全に空の場合にのみ有効にされます。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → データストア の順に移動します。

2. 削除するデータストアをクリックします。

3.  (構成) をクリックしてから  (インベントリーからのデータストアの削除) をクリックし
ます。

4. OK をクリックします。
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第6章 データの最適化
Red Hat CloudForms の最適化機能では、使用率トレンドの表示や、環境内のボトルネックの特定や予
測を行うことができます。さらに、仮想マシンを追加できる容量がある場所を予測することも可能で
す。『Deployment Planning Guide』の「Planning Where to Put a New Virtual Machine」を参照して
ください。

注記

使用率やボトルネックのレポート機能を利用するには、先に Red Hat
CloudForms のデータ収集を有効化する必要があります。『Deployment
Planning Guide』の以下のセクションを参照してください。

「Assigning the Capacity and Utilization Server Roles」

「Capacity and Utilization Data Collected」

日次の最適化データのレポートにおいて、要求した期間の開始時と終了時など
データが 1 日分とならない場合 (午前 0 時から午前 0 時までの 24 時間に達しな
い日) にはそのデータは除外されます。24 時間未満の日次データは正確ではな
く、そのようなデータを含めるとトレンドラインをにずれが生じる可能性があり
ます。そのため、最適化 のページでは、チャートに表示された値はすべてトレ
ンドの計算から取得されており、データポイントが少なくとも 2 つ必要であるた
め、少なくとも丸 2 日分の日次データが必要です。

6.1. 使用率のトレンド

Red Hat CloudForms では、クラスター、プロバイダーおよびデータストアのリソース使用率を表示す
ることができます。概要、詳細、レポートビューのいずれかを選択できます。

6.1.1. 使用率のトレンド概要の表示

以下の手順では、使用率のトレンド概要を表示する方法を説明します。

1. 最適化 → 使用率 に移動します。

2. 概要 が選択されていない場合には、クリックしてください。

3. 希望のプロバイダー、クラスター、またはデータセンターが表示されるまで、左側のツリーを
展開します。

4. 該当するアイテムをクリックします。

5. 概要 タブの オプション セクションを使用して、データの指標を変更します。

トレンド を使用して、過去のトレンドの算出期間を選択します。

概要 タブのチャートの 選択日 を使用して、使用率 (%) を表示する日付を選択します。

特定の適用タグのトレンドだけを表示するには、分類 を使用します。

タイムプロファイル を使用して、既存のタイムプロファイルを選択します。ログイン中の
ユーザーにタイムプロファイルが設定されていない場合は、このオプションは表示されま
せん。

タイムゾーン を選択します。
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6.1.2. 使用率の詳細トレンドラインの表示

以下の手順では、使用率の詳細トレンドラインを表示する方法を説明します。

1. 最適化 → 使用率 に移動します。

2. 希望のプロバイダー、クラスター、またはデータセンターが表示されるまで、左側のツリーを
展開します。

3. 該当するアイテムをクリックします。

4. 詳細 が選択されていない場合には、クリックしてください。

5. オプション エリアから、使用する分類のトレンドについてどの程度さかのぼって表示するかを
選択します。

6.1.3. 使用率のトレンドレポートの表示

リソースの使用率に関する詳細を確認するには、使用率のトレンドレポートを表示します。

1. 最適化 → 使用率 に移動します。

2. 希望のプロバイダー、クラスター、またはデータセンターが表示されるまで、左側のツリーを
展開します。

3. 該当するアイテムをクリックします。

4. レポート が選択されていない場合には、クリックしてください。

5. オプション エリアから、使用する分類のトレンドについてどの程度さかのぼって表示するかを
選択します。

6.2. ボトルネック

Red Hat CloudForms は、仮想インフラストラクチャーのどこでボトルネックが発生しているかを表示
することができます。タイムラインとして表示するか、今後の分析用にダウンロード可能なレポートと
して表示することができます。

6.2.1. 前提条件

ボトルネックレポートは、容量および使用率レポートの場合と同様のデータ収集の仕組みを使
用します。Red Hat CloudForms でデータ収集を有効にするには、以下のセクションを参照して
ください。

「Assigning the Capacity and Utilization Server Roles」

「Capacity and Utilization Data Collected」

さらにクラスターおよびデータストアの容量および使用率レポートを収集するために Red Hat
CloudForms を設定するには、以下の手順に従います。

a. 設定メニューから、構成 を選択します。

b. アプライアンスの左ペインにある 設定 タブから リージョン を選択します。
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c. 右ペインの C & U 収集タブにある クラスター 下の すべてのクラスターを収集 と データス
トア 下の すべてのデータストアの収集 のボックスにチェックを付けるか、または必要なク
ラスター/データストアのボックスにチェックを付けます。

注記

すべてのデータストアの収集 にチェックを付けないと、Red Hat OpenStack
または Amazon EC2 などのクラウドプロバイダーから容量および使用率
データを収集することができません。

d. 保存 をクリックします。

ボトルネックレポートを予想通りに機能させるには、関連するバックエンドプロバイダーにつ
いての容量および使用率レポートのデータ収集も有効にしておく必要があります。Red Hat
Enterprise Virtualization および Red Hat Enterprise Linux OpenStack Platform プロバイダーにつ
いてのデータ収集を有効にするには、以下のドキュメントを参照してください。

Red Hat Enterprise Virtualization の場合: 「Data Collection for Red Hat Enterprise
Virtualization」

Red Hat Enterprise Linux OpenStack Platform の場合: 「Data Collection for Red Hat
Enterprise Linux OpenStack Platform」

注記

日次のボトルネックデータのレポートにおいて、要求した期間の開始時と終了時など
データが 1 日分とならない場合 (午前 0 時から午前 0 時までの 24 時間に達しない日) に
はそのデータは除外されます。24 時間未満の日次データは正確ではなく、そのような
データを含めるとトレンドラインをにずれが生じる可能性があります。そのため、最適
化 タブに容量および使用率のチャートを表示させるには、午前 0 時から午前 0 時までの
1 時間単位のデータが最低でも丸 1 日分必要です。

6.2.2. ボトルネックの概要の表示

ボトルネックの容量または使用率に関する詳細を確認するには、ボトルネックの概要を表示します。

1. 最適化 → ボトルネック に移動します。

2. 概要 が選択されていない場合には、クリックしてください。

3. 希望のプロバイダー、クラスター、またはデータセンターが表示されるまで、左側のツリーを
展開します。

4. 該当するアイテムをクリックします。
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5. データの特性を変更するには、オプション セクションを使用します。

容量、使用率または両方をベースにボトルネックを表示する場合には、イベントグループ
を使用します。

タイムゾーン を選択します。
データが処理され、タイムラインが表示されます。タイムラインのアイコンをクリックし
て、ボトルネックの特定の情報を表示します。

6.2.3. ボトルネックトレンドのレポート表示

1. 最適化 → ボトルネック に移動します。

2. レポート をクリックします。

3. 希望のプロバイダー、クラスター、またはデータセンターが表示されるまで、左側のツリーを
展開します。

4. 該当するアイテムをクリックします。

5. データの特性を変更するには、オプション セクションを使用します。

容量、使用率または両方をベースにボトルネックを表示する場合には、イベントグループ
を使用します。

タイムゾーン を選択します。

6. トレンドを表示するエンタープライズ、プロバイダー、またはデータセンターが表示されるま
で、左側のツリーを展開します。
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第7章 PXE サーバー
PXE サーバーは、プロビジョニングの目的で仮想マシンのブートストラップを実行するために Red Hat
CloudForms によって使用されます。それらには、カスタマイズテンプレートを使用してカスタマイズ
できる複数の異なるオペレーティングシステムのイメージが含まれ、IPMI サーバーと併用されます。
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第8章 アベイラビリティーゾーン
アベイラビリティーゾーンは、クラウドインスタンスおよびサービスのグループ分けをするプロバイ
ダー固有のメソッドです。Red Hat CloudForms は Amazon EC2 リージョン、OpenStack Nova ゾー
ン、および Google Compute Engine リージョンをアベイラビリティーゾーンとして使用します。

8.1. アベイラビリティーゾーンの表示

アベイラビリティーゾーンをクリックすると、その詳細を表示できます。画面には、アベイラビリ
ティーゾーンのアコーディオンメニューとアベイラビリティーゾーンの概要ページが表示されます。

データストアの概要のグラフィカルビューまたはテキストビューのいずれかを選択できます。

アベイラビリティーゾーンのアコーディオンメニューを使用してゾーンの プロパティー と他の
クラウドリソースとの リレーションシップ を表示します。

アベイラビリティーゾーンの概要を使用して リレーションシップ (クラウドプロバイダー、イ
ンスタンス) および スマート管理 (Company タグ) の詳細を表示します。

8.2. アベイラビリティーゾーンのリレーションシップの表示

アベイラビリティーゾーンのアコーディオンメニューの リレーションシップ セクションを使用してア
ベイラビリティーゾーンに関連する項目を表示します。

1. コンピュート → クラウド → アベイラビリティーゾーン の順に移動します。

2. アベイラビリティーゾーンをクリックして構成を表示します。

3. アベイラビリティーゾーンのアコーディオンメニューから、リレーションシップ をクリックし
ます。

4. 一覧で表示するリソースのリレーションショップのタイプをクリックします。
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第9章 テナント
テナントとは、組織の単位またはプロジェクトについて使用する OpenStack 用語です。OpenStack で
は、以下の理由でテナントが使用されています。

ユーザーのプロジェクトへの割り当て

プロジェクトのクォータの定義

プロジェクトのアクセスおよびセキュリティールールの適用

プロジェクトのリソースおよびインスタンスの管理

これは、管理者およびユーザーが OpenStack 環境を整理し、各種のユーザーグループの制限を定義す
るのに役立ちます。たとえば、あるプロジェクトにはクォータを高く設定し、別のプロジェクトには特
定ポートへの制限付きのアクセスが必要になるかもしれません。OpenStack はこれらの制限を定義し、
プロジェクトに定義することを可能にします。

Red Hat CloudForms は、クォータおよび他の OpenStack オブジェクトとのリレーションシップを含む
情報をテナントから収集します。

Red Hat CloudForms で複数のテナントを表示するには、Red Hat CloudForms から OpenStack 環境に
対して認証を行うユーザーがこれらのテナントを閲覧できるように設定する必要があります。

9.1. テナントマッピング

OpenStack クラウドまたはインフラストラクチャープロバイダーを追加する場合には、テナントマッピ
ング を Red Hat CloudForms で有効にして、そのプロバイダーから既存のテナントにマッピングするよ
うにできます。つまり、CloudForms が既存の各 OpenStack テナントに一致する新たなクラウドテナン
トを作成することになります。新しいクラウドテナントと対応する OpenStack テナントは、クォータ
以外、リソース割り当てが全く同じとなります。テナントクォータは、CloudForms と OpenaStack の
間では同期されず、レポート目的でのみ利用可能です。CloudForms でクォータを管理できますが、
OpenStack で作成したクォータには影響はありません。

プロバイダーの更新時に、CloudForms は OpenStack のテナント一覧の変更の有無もチェックします。
CloudForms は新しいテナントに一致する新規クラウドテナントを作成し、存在しなくなった
OpenStack テナントに対応するクラウドテナントを削除します。CloudForms は、OpenStack テナント
に対する変更を対応するクラウドテナントにも複製します。

9.2. テナントの表示

特定のテナントをクリックしてその詳細を表示します。画面には、テナントのアコーディオンメニュー
とテナントの概要が表示されます。

テナントの概要ビューを使用して、概要 の表示方法を変更します。

テナントのアコーディオンメニューを使用して、テナントの プロパティー とその リレーショ
ンシップ を表示します。

テナントの概要を使用して、リレーションシップ (クラウドプロバイダー、セキュリティーグ
ループ、インスタンス、および イメージ)、クォータ (すべての OpenStack の コンピュー
ト、ネットワーク、および ボリューム クォータを含む) および スマート管理 (Company タグ)
についての詳細を表示します。

9.3. テナントのリレーションシップの表示
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テナントのアコーディオンメニューの リレーションシップ セクションを使用して、テナントに関連す
る項目を表示します。

1. コンピュート → クラウド → テナント の順に移動します。

2. テナントをクリックして構成を表示します。

3. テナントのアコーディオンメニューから、リレーションシップ をクリックします。

4. リソース のタイプをクリックしてフレーバーのリレーションシップを表示します。
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第10章 ボリューム
ボリュームは、インスタンスの割り当てまたは割り当て解除が可能なブロックストレージデバイスで、
このようなインスタンスで利用可能なストレージを管理します。ボリュームは、該当するプロバイダー
が追加されると自動的に Red Hat CloudForms に追加されるストレージマネージャーで管理されます。

10.1. AMAZON ELASTIC BLOCK STORE (AMAZON EBS) マネージャーの
ボリューム

以下のセクションでは、Amazon Elastic Block Store (Amazon EBS) マネージャーのボリュームで実行
可能なアクションについて説明します。

10.1.1. ボリュームの作成

ボリュームを作成して、お使いのストレージマネージャーに割り当てることができます。

以下の方法でボリュームを作成します。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。

2.  (構成) をクリックして、  (新規クラウドボリュームの追加) をクリックします。

3. ストレージマネージャー 一覧から Amazon Elastic Block Store マネージャーを選択します。

4. アベイラビリティゾーン リストからアベイラビリティゾーンを選択します。

5. ボリューム名を入力します。

6. クラウドボリュームタイプ 一覧からボリュームのタイプを選択します。

注記

ボリュームタイプに関する詳しい情報は「Amazon EBS Volume Types」を参照
してください。

7. ボリュームのサイズをギガバイト単位で入力します。

8. 暗号化 の切り替えボタンを使用して、ボリュームを暗号化するかどうかを選択します。

9. 追加 をクリックします。

ボリュームがプロビジョニングされると、ボリュームの一覧に表示されます。

10.1.2. ボリュームのスナップショット作成

ボリュームのスナップショットを作成することで、ある時点のボリュームの状態を保持することができ
ます。そのスナップショットを使用して、ボリュームの複製を作成することができます。

以下の方法でボリュームのスナップショットを作成します。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。

2. スナップショットを作成するボリュームをクリックして、概要を開きます。
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3.  (構成) をクリックして、  (このクラウドボリュームのスナップショットの作成) をク
リックします。

4. スナップショット名 に名前を入力します。

5. 保存 をクリックします。

ボリュームの概要ページで クラウドボリュームスナップショット をクリックして、該当するボリュー
ムのスナップショットを表示します。

10.1.3. インスタンスへのボリュームの割り当て

以下の方法でボリュームをインスタンスに割り当てます。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。

2. 割り当てるボリュームを選択します。

3.  (構成) をクリックして、  (このクラウドボリュームのインスタンスへの割り当て) を
クリックすると クラウドボリュームの割り当て 画面が開きます。

4. 一覧からインスタンスを選択します。

5. オプションで、デバイスマウントポイント を入力します。

6. 割り当て をクリックします。

10.1.4. インスタンスからのボリュームの割り当て解除

以下の方法でボリュームをインスタンスから割り当て解除します。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。

2. 割り当て解除するボリュームを選択します。

3.  (構成) をクリックして、  (インスタンスからのこのクラウドボリュームの割り当て解
除) をクリックすると クラウドボリュームの割り当て解除 画面が開きます。

4. 一覧からインスタンスを選択します。

5. 割り当て解除 をクリックします。

10.1.5. ボリュームの編集

既存のボリュームのプロパティを編集します。

以下の方法で、ボリュームを編集します。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。

2. 編集するボリュームを選択して概要ページを開きます。

3.  (構成) をクリックして、  (このクラウドボリュームの編集) をクリックします。
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4. 新しい ボリューム名 を入力します。

5. クラウドボリュームタイプ 一覧から新しいボリュームのタイプを選択します。

注記

ボリュームタイプに関する詳しい情報は「Amazon EBS Volume Types」を参照
してください。

6. 新しいサイズをギガバイト単位で入力します。

7. 保存 をクリックします。

10.1.6. ボリュームの削除

以下の方法で、ストレージマネージャーからボリュームを削除します。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。

2. 削除するボリュームを選択します。

3.  (構成) から  (このクラウドボリュームの削除) をクリックします。

10.2. OPENSTACK BLOCK STORAGE MANAGER ボリューム

以下のセクションでは、OpenStack Block Storage Manager のボリュームで実行可能なアクションにつ
いて説明します。

10.2.1. ボリュームの作成

ボリュームを作成して、お使いのストレージマネージャーに割り当てることができます。

以下の方法でボリュームを作成します。

重要

ボリュームの作成後は、ボリューム名のみが編集可能となります。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。

2.  (構成) をクリックして、  (新規クラウドボリュームの追加) をクリックします。

3. ストレージマネージャー 一覧から OpenStack Block Storage Manager を選択します。

4. ボリューム名を入力します。

5. ボリュームのサイズをギガバイト単位で入力します。

6. 配置 で割り当て先となるクラウドテナントを選択します。

7. 追加 をクリックします。

ボリュームがプロビジョニングされると、ボリュームの一覧に表示されます。
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10.2.2. ボリュームのバックアップ作成

データ損失に備えてボリュームのバックアップを作成しておくと、問題が発生した場合でも復元するこ
とができます。

重要

OpenStack Block Storage Manager の場合には、OpenStack Block Storage で 
openstack-cinder-backup サービスを有効にしてボリュームのバックアップを作成
する必要があります。

以下の方法でボリュームのバックアップを作成します。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。

2. バックアップを作成するボリュームをクリックして、概要を開きます。

3.  (構成) をクリックして、  (このクラウドボリュームのバックアップの作成) をクリッ
クします。

4. バックアップ名 に名前を入力します。

5. オプションで インクリメンタルであるかどうか を選択すると、完全バックアップではなく、増
分バックアップが作成されます。

注記

ボリュームの完全バックアップが少なくとも 1 つある場合には、増分バックアッ
プを作成できます。増分バックアップでは、そのボリュームが最後にバックアッ
プされた時点以降に加えられた変更のみを取得するので、リソースが節約されま
す。詳細は、『ストレージガイド』の「ボリュームの増分バックアップの作
成」を参照してください。

6. (任意) 強制的に実行しますか? を選択して、インスタンスにアタッチしたボリュームのバック
アップを許可します。

注記

強制的に実行しますか? のオプションを選択すると、ボリュームのステータスが
利用可能 でも 使用中 でもボリュームのバックアップが作成されます。使用中 の
ボリュームをバックアップすると、どのような状態であっても、データのバック
アップが強制的に作成されます。

7. 保存 をクリックします。

ボリュームの概要ページで クラウドボリュームバックアップ をクリックすると、バックアップが表示
されます。

注記

バックアップについての詳細は、『ストレージガイド』の「ボリュームのバックアップ
と復元」 を参照してください。
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10.2.3. バックアップからのボリュームの復元

データ損失時には、以下の方法でバックアップからボリュームを復元できます。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。

2. 復元するボリュームのバックアップをクリックします。ボリュームの概要ページが開きます。

3.  (構成) をクリックして、  (このクラウドボリュームのバックアップからの復元) をク
リックします。

4. クラウドボリュームバックアップ 一覧から復元するボリュームを選択します。

5. 保存 をクリックします。

10.2.4. バックアップからのクラウドボリュームの復元

データ損失時には、以下の方法でクラウドのボリュームバックアップから復元できます。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリュームバックアップ に移動します。

2. 復元する クラウドボリュームバックアップ を選択します。

3.  (構成) をクリックして、  (クラウドボリュームへのバックアップの復元) をクリック
します。

4. バックアップから復元する ボリューム を選択します。

5. 保存 をクリックします。

10.2.5. クラウドボリュームバックアップの削除

以下の手順で、必要のないクラウドボリュームのバックアップを削除します。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリュームバックアップ に移動します。

2. 削除する クラウドボリュームバックアップ を選択します。

3.  (構成) から  (選択したバックアップの削除) をクリックします。

4. OK をクリックして、選択を確定します。

10.2.6. ボリュームのスナップショット作成

ボリュームのスナップショットを作成することで、ある時点のボリュームの状態を保持することができ
ます。そのスナップショットを使用して、ボリュームの複製を作成することができます。

以下の方法でボリュームのスナップショットを作成します。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。

2. スナップショットを作成するボリュームをクリックして、概要を開きます。
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3.  (構成) をクリックして、  (このクラウドボリュームのスナップショットの作成) をク
リックします。

4. スナップショット名 に名前を入力します。

5. 保存 をクリックします。

ボリュームの概要ページで クラウドボリュームスナップショット をクリックして、該当するボリュー
ムのスナップショットを表示します。

注記

スナップショットについての詳細は、『ストレージガイド』の「ボリュームスナップ
ショットの作成、使用、削除」を参照してください。

10.2.7. インスタンスへのボリュームの割り当て

以下の方法でボリュームをインスタンスに割り当てます。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。

2. 割り当てるボリュームを選択します。

3.  (構成) をクリックして、  (このクラウドボリュームのインスタンスへの割り当て) を
クリックすると クラウドボリュームの割り当て 画面が開きます。

4. 一覧からインスタンスを選択します。

5. オプションで、デバイスマウントポイント を入力します。

6. 割り当て をクリックします。

10.2.8. インスタンスからのボリュームの割り当て解除

以下の方法でボリュームをインスタンスから割り当て解除します。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。

2. 割り当て解除するボリュームを選択します。

3.  (構成) をクリックして、  (インスタンスからのこのクラウドボリュームの割り当て解
除) をクリックすると クラウドボリュームの割り当て解除 画面が開きます。

4. 一覧からインスタンスを選択します。

5. 割り当て解除 をクリックします。

10.2.9. ボリュームの編集

既存ボリュームでは、ボリューム名のみが編集可能です。

以下の方法でボリューム名を編集します。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。
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2. 編集するボリュームを選択して概要ページを開きます。

3.  (構成) をクリックして、  (このクラウドボリュームの編集) をクリックします。

4. 新しい ボリューム名 を入力します。

5. 保存 をクリックします。

10.2.10. ボリュームの削除

以下の方法で、ストレージマネージャーからボリュームを削除します。

1. ストレージ → ブロックストレージ → ボリューム に移動します。

2. 削除するボリュームを選択します。

3.  (構成) から  (このクラウドボリュームの削除) をクリックします。
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第11章 フレーバー
フレーバーは、インスタンスに利用できるリソースプロファイルを示します。各フレーバーには、CPU
の値セット、CPU コアおよびメモリーが含まれます。フレーバーにより、リソース設定を事前に設定
でき、これをインスタンスのプロビジョニング時に適用できます。また、プロビジョニングされたイン
スタンスのフレーバーも変更できます。その方法については、「インスタンスのサイズ変更」を参照し
てください。

Red Hat CloudForms は、個別のフレーバー情報と、現在フレーバーを使用しているインスタンスを表
示する機能を提供します。

11.1. フレーバーの表示

特定のフレーバーをクリックしてその詳細を表示できます。画面にはフレーバーのアコーディオンメ
ニューとフレーバーの概要が表示されます。

フレーバーの概要ビューを使用して、概要の表示方法を変更します。

フレーバーのアコーディオンメニューを使用して、フレーバーの プロパティー とその リレー
ションシップ を表示します。

フレーバーの概要を使用して、プロパティー (CPU、CPU コア、メモリー)、リレーションシッ
プ (クラウドプロバイダー、インスタンス)、およびスマート管理 (Company タグ) についての
詳細を表示します。

11.2. フレーバーのリレーションシップの表示

フレーバーのアコーディオンメニューの リレーションシップ セクションを使用してフレーバーに関連
する項目を表示します。

1. コンピュート → クラウド → フレーバー の順に移動します。

2. フレーバーをクリックして構成を表示します。

3. フレーバーのアコーディオンメニューから、リレーションシップ をクリックします。

4. リソースのタイプをクリックしてフレーバーのリレーションシップを表示します。
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第12章 クラウドネットワーク
Red Hat CloudForms では、Red Hat OpenStack Platform のソフトウェア定義されたネットワークコン
ポーネントを設定、管理できます。仮想ネットワークインフラストラクチャーは、インスタンスと物理
的な外部ネットワークの間の接続を有効にします。

本項では、お使いの Red Hat OpenStack Platform プロバイダーに合わせてサブネットやルーターを追
加/削除するなど、一般的なクラウドネットワークの管理タスクについて説明します。

12.1. クラウドネットワークの作成および管理

インスタンスが内部通信する場所を提供し、Dynamic Host Configuration Protocol (DHCP) を使用して
IP アドレスを受け取るためにネットワークを作成します。ネットワークは、Red Hat OpenStack
Platform デプロイメントまたは別の場所にある物理ネットワークなどの外部ネットワークと統合するこ
とも可能です。

注記

Keystone API v3 は、Red Hat OpenStack Platform クラウドプロバイダーでクラ
ウドテナントを作成する必要があります。詳しい情報は、Red Hat OpenStack
Platform 『アーキテクチャーガイド』の「OpenStack Identity (keystone)」を参
照してください。

クラウドネットワークのオブジェクトおよび管理に関する詳細は、Red Hat
OpenStack Platform ドキュメントの『ネットワークガイド』を参照してくださ
い。

12.1.1. クラウドネットワークの追加

以下の手順に従い、新しいクラウドネットワークを追加します。

1. ネットワーク → ネットワーク に移動します。

2.  (構成) をクリックして、新規クラウドネットワークの追加 をクリックします。

3. ネットワークプロバイダー エリアで、ドロップダウンメニューから ネットワークマネージャー
を選択します。

4. 配置 で クラウドテナント を選択します。

5. ネットワークプロバイダー情報 セクションで、プロバイダーネットワークタイプ を選択しま
す。

ローカル を選択した場合は、物理ネットワーク の名前を指定します。

GRE を選択した場合は、 物理ネットワーク の名前と セグメンテーション ID を指定しま
す。

6. ネットワーク情報 エリアで以下を実行します。

a. ネットワークのロールをもとに、分かりやすい ネットワーク名 を指定します。

b. 外部ルーター を有効化します。

c. 管理の状態 を設定して、ネットワークを即時に利用可能にするかどうかを制御します。
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d. ネットワークの 共有 ステータスを作成します。

7. 追加 をクリックします。

12.1.2. クラウドネットワークの詳細編集

クラウドネットワークのネットワーク情報の詳細を編集する手順:

1. ネットワーク → ネットワーク に移動します。

2. 一覧表示からネットワークを選択します。

3.  (構成) をクリックしてから、  (選択したクラウドネットワークの編集) をクリックしま
す。

4. ネットワーク情報 フィールドを編集します。

5. 保存 をクリックします。

12.1.3. クラウドネットワークの削除

クラウドネットワークの削除手順:

1. ネットワーク → ネットワーク に移動します。

2. 一覧表示からクラウドネットワークを選択します。

3.  (構成) をクリックしてから、選択したクラウドネットワークの削除 をクリックします。

12.2. サブネットの作成および管理

Red Hat CloudForms では、クラウドネットワークのサブネットを作成、管理できます。インスタンス
にネットワーク接続を割り当てる手段として、既存のネットワークにサブネットを作成します。サブ
ネットは、インスタンスにネットワーク接続を割り当てる手段です。インスタンスの作成プロセスの一
部として、インスタンス毎にサブネットが 1 つ割り当てられます。

インスタンスは、以下のような接続要件に最も適したかたちで、正しく配置するようにしてください。

OpenStack Networking のテナントネットワークは、複数のサブネットをホストすることができ
ること

サブネットは、別のサブネットと分離されていること

同じネットワーク内では、異なるサブネットに全く異なるシステムをホストすること

別のサブネットと通信するサブネット上のインスタンスでは、ルーターによりトラフィックの
指示を出す必要がある

同じサブネット内に、システム間で大量のトラフィックを処理する必要のあるシステムを配置
し、ルーティングや後続のレイテンシー、負荷の問題を回避すること

12.2.1. サブネットの追加

以下の手順に従い、既存のクラウドネットワークにサブネットを追加します。
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1. ネットワーク → サブネット に移動します。

2.  (構成) をクリックしてから、新規クラウドサブネットの追加 をクリックします。

3. ネットワークマネージャー を選択します。

4. 配置 で クラウドテナント を選択します。

5. 以下の クラウドサブネット の詳細を入力します。

a. 分かりやすい サブネット

b. デフォルトゲートウェイのルーターインターフェースに使用する ゲートウェイ IP アドレス

c. サブネットの DHCP サービスを有効にします。DHCP により、インスタンスへの IP 設定
の割り当てを自動化することができます。

d. IP バージョン を選択します。ネットワークアドレスフィールドの IP アドレス範囲は、選
択したバージョンと一致する必要があります。

e. サブネット CIDR アドレスを CIDR 形式 (1 つの値に IP アドレス範囲とサブネットマスク
が含まれる) で入力します。

注記

サブネットマスクでマスキングされたビット数を算出して、アドレスを決定
し、IP アドレス範囲にこの値を追加します。たとえば、サブネットマスク
255.255.255.0 にはマスクビットが 24 あるので、このマスクと IPv4 アドレ
ス範囲 192.168.122.0 を使用するには、192.168.122.0/24 というアドレスを
指定します。

12.2.2. クラウドサブネットの編集

クラウドサブネットの詳細を編集する手順:

1. ネットワーク → サブネット に移動します。

2. 一覧表示からサブネットをクリックします。

3.  (構成) をクリックして、  (このクラウドサブネットの編集) をクリックします。

4. クラウドサブネットの詳細 フィールドを編集します。

5. 保存 をクリックします。

12.3. ネットワークルーターの設定

Red Hat CloudForms では、SDN ベースの仮想ルーターを使用した Red Hat OpenStack Platform プロ
セスのクラウドネットワークルーティングサービスの設定が可能です。

ルーターは、インスタンスが、物理ネットワーク外にあるサブネットなど、外部サブネットと
通信するために必要です。

ルーターへの独自のインターフェースが必要なサブネット毎に、ルーターおよびサブネットは
インターフェースを使用して接続します。
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ルーターのデフォルトゲートウェイは、そのルーターが受信するトラフィックのネクストホッ
プを定義します。

ルーターのネットワークは通常、仮想ブリッジを使用して、外部の物理ネットワークにトラ
フィックをルーティングするように設定されます。

12.3.1. ネットワークルーターの追加

以下の手順に従い、既存のクラウドネットワークにネットワークルーターを追加します。

1. ネットワーク → ネットワークルーター に移動します。

2.  (構成) をクリックして、新規ルーターの追加 をクリックします。

3. ネットワークプロバイダー エリアで、ネットワークマネージャー を選択します。

4. ルーター名 を指定します。

5. 外部ゲートウェイ で以下を実行します。

a. はい を選択する場合は、以下を指定します。

i. ソース NAT の有効化 を選択します。ソースネットワークアドレス変換 (SNAT: Source
Network Address Translation) では、NAT ルーターが IP パケットの送信者の IP アドレ
スを変更します。SNAT は通常、プライベートアドレスが指定されたホストがパブリッ
クのインターネット上にあるサーバーと通信できるようにするために使用します。

ii. ネットワーク を選択します。

iii. サブネット を選択します。

6. クラウドテナント を選択します。

7. 追加 をクリックします。

12.3.2. ネットワークルーター詳細の編集

ネットワークルーター詳細を編集する手順:

1. ネットワーク → ネットワークルーター に移動します。

2. 一覧表示からネットワークルーターを選択します。

3.  (構成) をクリックして、  (選択したルーターの編集) をクリックします。

4. 必須フィールドを編集します。

5. 保存 をクリックします。

12.3.3. ネットワークルーターへのインターフェースの追加

インターフェースにより、ルーターをサブネットと相互接続することができます。これにより、ルー
ターは、インスタンスを中継するサブネットの外部にある宛先にインスタンスが送信するトラフィック
を転送することが可能です。
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ネットワークルーターへのインターフェースの追加手順:

1. ネットワーク → ネットワークルーター に移動します。

2. 一覧表示からネットワークルーターを選択します。

3.  (構成) をクリックして、  (このルーターへのインターフェースの追加) をクリックしま
す。

4. 一覧から サブネット を選択します。

5. 追加 をクリックします。

12.3.4. ネットワークルーターインターフェースの削除

ルーターがトラフィックを転送する必要がなくなった場合には、サブネットからインターフェースを削
除することができます。

インターフェースの削除手順:

1. ネットワーク → ネットワークルーター に移動します。

2. 一覧表示でネットワークルーターを選択します。

3.  (構成) をクリックして、  (このルーターからのインターフェースの削除) をクリックし
ます。

4. 選択を確定します。

12.3.5. ネットワークルーターの削除

ネットワークルーターの削除手順:

1. ネットワーク → ネットワークルーター に移動します。

2. 一覧表示からネットワークルーターを選択します。

3.  (構成) をクリックしてから、選択したルーターの削除 をクリックします。

12.4. FLOATING IP の作成

Floating IP アドレスにより、ネットワークの受信トラフィックをクラウドネットワークインスタンスに
転送することができます。有効でルーティング可能な外部 IP アドレスのプールを定義してから、それ
らの IP アドレスをインスタンスに動的に割り当てられるようします。特定の Floating IP アドレス宛の
受信トラフィックをすべて、その Floating IP アドレスが割り当てられたインスタンスにルーティングす
る必要があることを認識します。

注記

Red Hat OpenStack Networking は、同じ IP 範囲/CIDR からの全プロジェクト (テナン
ト) に、Floating IP アドレスを割り当てます。このため、Floating IP のサブネットはすべ
て、全プロジェクトまたはいずれかのプロジェクトで使用できるようになります。この
動作は、個別のプロジェクトごとのクォータを使用することで管理できます。
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12.4.1. Floating IP の追加

Floating IP アドレスにより、ネットワークの受信トラフィックをインスタンスに転送することができま
す。

以下の手順に従い、既存のクラウドネットワークに Floating IP アドレスを追加します。

1. ネットワーク → Floating IP に移動します。

2.  (構成) をクリックして、新規 Floating IP の追加をクリックします。

3. ネットワークマネージャー を選択します。

4. 外部ネットワーク を選択します。

5. 関連付け情報 で以下を指定します。

a. (任意) Floating IP の ポートの関連付け

b. (任意) Floating IP アドレス

6. クラウドテナント を選択します。

7. 追加 をクリックします。

12.4.2. Floating IP のポートの関連付け管理

Floating IP のポートの関連付けを管理する手順:

1. ネットワーク → Floating IP に移動します。

2. 一覧表示から Floating IP をクリックします。

3.  (構成) をクリックしてから、  (この Floating IP のポートの関連付けの管理) をクリッ
クします。

4. ポートを関連付けるには、新規の ポート id を追加します。

5. ポートの関連付けを解除するには、ポート id フィールドの情報を削除します。

6. 保存 をクリックします。

12.4.3. Floating IP の削除

Floating IP の削除

1. ネットワーク → Floating IP に移動します。

2. 一覧表示から Floating IP をクリックして、概要ページを表示します。

3.  (構成) をクリックして、この Floating IP の削除 をクリックします。

12.5. セキュリティーグループ
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ポートまたは IP アドレスのアクセスを制限するために、セキュリティーグループを使用してインスタ
ンスをグループ分けできます。セキュリティーグループは、Red Hat CloudForms のインスタンスのプ
ロビジョニングで作成して、インスタンスに割り当てることができます。

この機能を現在サポートしているクラウドプロバイダーには、Amazon EC2、OpenStack、および Red
Hat Enterprise Virtualization が含まれます。

12.5.1. セキュリティーグループの詳細の編集

セキュリティーグループの情報を編集して既存のセキュリティーグループの内容やファイアウォールの
ルールに変更を加えたり、新規のファイアウォールルールを追加したりできます。

セキュリティーグループの詳細を編集する手順:

1. ネットワーク → セキュリティーグループ の順に移動します。

2. セキュリティーグループをクリックして、概要ページを表示します。

3.  (構成) をクリックして、  (このセキュリティーグループの編集) をクリックします。

4. セキュリティーグループの情報 から セキュリティーグループ名 と セキュリティーグループの
説明 を編集します。

5. 既存の ファイアウォールルール を編集するか、ファイアウォールルールの追加 をクリックし
て新しいファイアウォールルールを追加します。

6. 保存 をクリックします。
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第13章 セキュリティーグループの表示
以下の手順では、セキュリティーグループを表示する方法について説明します。

1. ネットワーク → セキュリティーグループ の順に移動します。

2. 詳細を表示するセキュリティーグループをクリックします。

プロパティー で、セキュリティーグループの基本情報を表示できます。

リレーションシップ で、クラウドプロバイダーおよびセキュリティーグループに関連付け
られたインスタンスを表示できます。

ファイアウォールのルール で、アクセスできるポートと IP 範囲の一覧を表示できます。

注記

このボックスは、セキュリティーグループのルールを設定していない場合は
利用できません。
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第14章 セキュリティーグループのタグ付け
タグをセキュリティーグループに適用して、それらを分類します。

1. ネットワーク → セキュリティーグループ の順に移動します。

2. タグ付けするセキュリティーグループを選択します。

3.  (ポリシー) をクリックして  (タグの編集) を選択します。

4. ドロップダウンメニューから割り当てるカスタマータグを選択します。

5. 割り当てる値を選択します。

6. 保存 をクリックします。

14.1. セキュリティーグループの削除

セキュリティーグループを削除する手順:

1. ネットワーク → セキュリティーグループ の順に移動します。

2. 一覧表示のセキュリティーグループをクリックして、概要ページを表示します。

3.  (構成) をクリックして、このセキュリティーグループを削除 をクリックします。
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第15章 インスタンスおよびイメージ
イメージ とは、ソフトウェア設定が含まれるテンプレートで、このテンプレートから実行する インス
タンス (クラウドプロバイダーと対話可能な仮想マシン) をプロビジョニングします。

インスタンス および イメージ コンテナーは、各インスタンスまたはイメージ内の情報を分析する機能
と共に、クラウド環境全体に詳細情報を提供します。この豊富な情報により、Red Hat CloudForms
ユーザーは問題解決までの時間を削減し、クラウド環境でのインスタンスの管理を効果的に実行できま
す。

インスタンス および イメージ ページには、サーバーがクラウドプロバイダーから検出したすべてのイ
ンスタンスとイメージが表示されます。各ページのタスクバーには、インスタンスとイメージに関連す
る機能にアクセスできるメニュー駆動型のボタンが表示されます。

1. 履歴ボタン

2. 画面の更新ボタン

3. タスクバー

4. ダウンロードボタン

5. 表示ボタン

6. 名前検索バー/詳細検索ボタン

7. 並び替えドロップダウンリスト

8. ナビゲーションバー

9. 一覧ビューのメインエリア

10. クラウド/フィルターのナビゲーション

コンソールは、インスタンスやイメージの説明に仮想サムネイルを使用します。各サムネイルは、デ
フォルトで 4 分割表示となっており、インスタンスまたはイメージの内容を一目で確認することができ
ます。
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1. 4 分割の左上: インスタンスのオペレーティングシステム

2. 4 分割の左下: インスタンスのクラウドプロバイダー

3. 4 分割の右上: インスタンスの電源状態またはステータスのアイコン

4. 4 分割の右下: インスタンスのスナップショット数

アイコン 説明

テンプレート: クラウドイメージ

リタイア済み: インスタンスがリタイアしています。

アーカイブ済み: インスタンスにプロバイダーがない
か、それに関連付けられたアベイラビリティーゾー
ンがありません。

孤立状態: インスタンスにアベラビリティーゾーンが
ありませんが、それに関連付けられたプロバイダー
があります。

切断済み: インスタンスが切断されています。

オン: インスタンスの電源がオンになっています。

オフ: インスタンスの電源がオフになっています。

一時停止: インスタンスが一時停止になっています。

インスタンス ページには、アコーディオンメニューが 4 つあり、インスタンスとイメージを複数の異
なる方法で整理できます。これらのアコーディオンメニューはすべて、共通のコントロールセットを使
用します。

プロバイダー別インスタンス および プロバイダー別イメージ を使用して、プロバイダー別に
整理されるインスタンスおよびビューを表示します。さらに、ここではアーカイブ済みおよび
孤立した項目が表示されます。
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インスタンス では、すべてのインスタンスの情報の表示、フィルターの適用、および収集を行
います。

イメージ では、すべてのイメージの情報の表示、フィルターの適用、および収集を行います。

コンソールを使用して、複数の方法でインスタンスおよびイメージを表示することができます。

インスタンスのフィルター

ビューの変更

並び替え

レポートの作成

タグを使用した検索

収集したデータでの検索

15.1. インスタンスおよびイメージのフィルター

インスタンスのグループを使って簡単にナビゲーションができるように、インスタンスのフィルター の
アコーディオンメニューが提供されています。提供されたフィルターを使用することも、詳細フィルタ
リング 機能で独自のフィルターを作成することができます。

15.1.1. インスタンスまたはイメージフィルターの使用

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. インスタンス または イメージ のアコーディオンメニューをクリックします。

3. 左ペインから希望のフィルターをクリックします。

15.1.2. インスタンスまたはイメージフィルターの作成

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. インスタンス または イメージ のアコーディオンメニューに移動します。

3. すべてのインスタンス または すべてのイメージ をクリックしてから  (詳細検索) をクリッ
クして式エディターを開きます。

4. 式エディターを使用して、基準に適したオプションを選択します。選択する内容に応じて異な
るオプションが表示されます。

すべてのタイプの検索について、エイリアスと要求されるユーザー入力を作成するオプ
ションがあります。エイリアスの使用 を選択すると、検索用のユーザーフレンドリーの名
前を作成できます。検索用にユーザー入力が求められる場合、入力が要求されるダイアロ
グボックスにこのテキストが表示されます。

フィールド をクリックしてフィールド値に基づく基準を作成します。
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数量 をクリックすると、インスタンスのスナップショット数やホスト上のインスタンス数
などの数に基づく基準が作成できます。

タグ をクリックすると、電源状態やプロダクションのタグ付けなどの、仮想インフラスト
ラクチャーに割り当てられたタグに基づく基準が作成されます。

検索 をクリックすると、特定の値を検索してプロパティーを確認することができます。

5.  (式要素の変更をコミット) をクリックして式を追加します。

6. 保存 をクリックします。

7. このインスタンス検索の保存名 に検索式の名前を入力します。フィルターをグローバルに表示
するように設定するには、グローバル検索 にチェックを入れます。
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8. 保存 をクリックします。

このフィルターは保存され、フィルター アコーディオンメニューの マイフィルター セクションに表示
されます。グローバル検索 にチェックを入れている場合、フィルターがそこに表示されます。

15.1.3. レポートフィルターまたは検索式のロード

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、(インスタンス または イメージ のいずれかを) 検索
するために項目をクリックします。

3.  (詳細検索) をクリックして、式エディターを開きます。

4. ロード をクリックします。

5. 保存されたインスタンスの検索か、またはインスタンスのレポートフィルターのいずれかを選
択します。

注記

選択する項目のセットは、検索するリソースのタイプによって異なります。

6. ロード をクリックして検索式をロードします。

7. 式を編集する必要がある場合は、これをクリックして現在の式を編集します。

 (式要素の変更をコミット) をクリックして変更を追加します。

 (前回の変更を元に戻す) をクリックして加えた変更を削除します。

 (前回の変更をやり直す) をクリックして加えた変更を元に戻します。

 (新規の式要素との論理積 (AND)) をクリックして新規の式要素との論理積 (AND) を作
成します。

 (新規の式要素との論理和 (OR)) をクリックして新規の式要素との論理和 (OR) を作成
します。

 (この式要素を NOT でラップ) をクリックして式要素の論理 NOT を作成するか、また
は式に一致するすべての項目を除外します。

 (この式要素の削除) をクリックして現在の式要素を削除します。

8. ロード をクリックします。

9. 適用 をクリックします。
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15.2. インスタンスおよびイメージのビューの変更

設定メニューから 構成 → マイ設定 → デフォルトビュー に移動して異なるページのデフォルトビュー
を設定できますが、現在のビューはインスタンスのページからも制御できます。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、表示する項目をクリックします。

3. 適切なボタンをクリックして、希望のビューを表示します。

グリッド表示 の場合は、  をクリックします。

タイル表示 の場合は、  をクリックします。

一覧表示 の場合は、  をクリックします。

15.3. インスタンスおよびイメージの並べ替え

仮想マシンとイメージは、名前、アベイラビリティーゾーン、フレーバー、クラウドプロバイダー、コ
ンプライアンス、最終分析時間、およびリージョンで並べ替えることができます。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、並べ替えに必要な項目をクリックします。

3. グリッドまたはタイル表示でインスタンスまたはイメージを並べ替えるには、以下を実行しま
す。

並べ替えドロップダウンリスト から、並び替える属性をクリックします。

4. 一覧表示でインスタンスまたはイメージを並べ替えるには、以下を実行します。

一覧表示 を選択します。

並び替える 列名 をクリックします。たとえば、アベイラビリティーゾーン をクリックして
アベイラビリティーゾーンの名前で並び替えを実行します。

15.4. インスタンスまたはイメージレポートの作成

インスタンスおよびイメージの一覧については、CSV、TXT、または PDF 形式でクイックレポートを
作成できます。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、レポート作成に必要な項目をクリックします。

3.  (ダウンロード) をクリックします。

TXT ファイルの場合は  をクリックします。

CSV ファイルの場合は  をクリックします。
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PDF ファイルの場合は  をクリックします。

15.5. インスタンスまたはイメージの検索

インスタンス ページのタスクバーの右側に、検索する名前またはその一部を入力できます。以下の方法
で検索することができます。

名前に 含まれる 文字を入力します。たとえば、sp1 と入力する場合、名前に sp1 が含まれる
すべてのインスタンス (Windows2003sp1 および Sp1clone など) が表示されます。

語句の末尾に * を付けて、特定の文字で始まる名前を検索します。たとえば、v* と入力して文
字 v で始まる名前のすべてのインスタンスを検索します。

語句の先頭に \* を付けて、特定の文字で終わる名前を検索します。たとえば、\*sp2 と入力
して sp2 で終わるすべてのインスタンスを検索します。

検索ボックスからすべての文字を消去してすべてのインスタンスの表示に戻ります。

インスタンスおよびイメージを検索するには、以下を実行します。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、検索に必要な項目をクリックします。

3. ウィンドウの右上隅にある Name Filter バーで基準を入力します。

4.  (結果内の名前で検索) をクリックするか、または Enter を押します。

5. 他の基準を入力して現在表示されている内容でフィルターを実行します。

6.  (結果内の名前で検索) をクリックするか、または Enter を押します。

15.6. SMARTSTATE 分析によるインスタンスとイメージの分析

ユーザーアカウント、アプリケーション、ソフトウェアパッチ、その他の内部情報などのメタデータを
収集するためにインスタンスを分析します。Red Hat CloudForms が自動分析を実行するようにセット
アップされていない場合は、インスタンスの手動による分析を実行します。SmartState 分析を実行する
には、スナップショットを作成できるよう Red Hat CloudForms には実行中の SmartProxy が必要にな
り、インスタンスのストレージの場所を表示できる必要があります。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、分析する項目をクリックします。

3. 分析するインスタンスおよびイメージにチェックを入れます。

4.  構成 をクリックしてから、  (SmartState 分析の実施) をクリックします。

5. OK をクリックします。
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収集ファイルの表示に関する制限事項

表示不可のファイルタイプ

20k 文字を超えるファイルサイズ

名前のないファイル

非 MIME .conf ファイル (ASCII 以外の文字を使用)

非 MIME .conf ファイル (コンテンツなし)

MIME .exe バイナリーファイル

表示可能なファイルタイプ

MIME .txt 非バイナリーファイル

非 MIME .conf ASCII ファイル

重要

インスタンスの SmartState 分析は、プロバイダーとは独立したプロセスとして実行され
ます。たとえば、ホストの正常な SmartState 分析が行われても、それがインスタンスの
SmartState 分析も正常に実行できることを意味する訳ではありません。SmartState 分析
が機能するには、インターフェースを含むプロバイダーの認証情報を入力する必要があ
ります。

15.7. インスタンスおよびイメージの比較

Red Hat CloudForms サーバーで複数のインスタンスを比較することができます。これにより、元のイ
メージとインスタンスを比較できます。また、欠落しているパッチ、管理されていないユーザーアカウ
ント、または承認されていないサービスを検出することができます。

比較機能を使用して以下を実行します。

異なるホストの複数インスタンスを比較します。

複数インスタンスを並べて比較します。

複数のインスタンスとベース間での共通点と相違点をすぐに確認できます。

比較表示をプロパティーのカテゴリーに制限します。

比較の結果を PDF または CSV ファイルに出力またはエクスポートします。

インスタンスおよびイメージを比較するには、以下を実行します。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、分析する項目をクリックします。

3. 比較する項目のチェックボックスをクリックします。

4.  構成 をクリックしてから、  (選択した項目の比較) をクリックします。比較内容は折
りたたみ表示で表示され、限られた数のプロパティーセットのみが一覧表示されます。
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5. 比較対象から項目を削除するには、項目列の下部で  (比較からこの仮想マシンを削除) をク
リックします。

6. 1 つの画面に多くの項目を表示するには、  (折りたたみ表示) をクリックして折りたたみ表

示に移動します。展開表示に戻るには、  (展開表示) をクリックします。

7. タスクバーにはボタンが 2 つあり、表示タイプを切り替えることができます。

属性の詳細をすべて表示するには、  (詳細モード) をクリックします。

ベースと比較して属性の有無のみを確認するには、  (有無確認モード) をクリックしま
す。これは、ユーザーアカウントやハードウェアの有無など、ブール値のプロパティーを
指定できる属性のみに適用されます。

8. 他のすべてのインスタンスの比較の対象となるベースインスタンスを変更するには、列の先頭
にあるそのラベルをクリックします。

9. インスタンスの概要画面に移動するには、その 仮想サムネイル またはアイコンをクリックしま
す。

15.7.1. インスタンス比較レポートの作成

比較レポートのデータを TXT、CSV または PDF 形式で出力します。

1. レポートの比較を作成します。

2.  (ダウンロード) をクリックします。

TXT ファイルの場合は  をクリックします。

CSV ファイルの場合は  をクリックします。

PDF ファイルの場合は  をクリックします。

15.8. インスタンスおよびイメージの更新

インスタンスを更新して、プロバイダーがアクセスできる最新データを取得できます。これには、電源
状態、コンテナー、およびインスタンスに割り当てられたハードウェアデバイスなどの情報が含まれま
す。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、分析に必要な項目をクリックします。

3. 更新する項目のチェックボックスをクリックします。

4.  (構成) をクリックしてから インスタンスタスクバー 上の  (リレーションシップと電源
状態の更新) をクリックします。
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15.9. インスタンスおよびイメージからの実行中プロセスの抽出

Red Hat CloudForms は、Windows インスタンス上で実行されるプロセスを収集できます。これを実行
するには、インスタンスが置かれているゾーンの認証情報を入力します。インスタンスは実行中であ
り、通常は SmartState 分析から取得される IP アドレスが VMDB になければなりません。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. インスタンスのチェックボックスをクリックしてプロセスを収集します。

3.  (構成) をクリックしてから、タスクバー上の  (実行中プロセスの抽出) をクリックしま
す。

4. OK をクリックします。

15.10. インスタンスおよびイメージの所有権の設定

インスタンスおよびイメージのグループの所有者は、個々のユーザーまたはグループ別に設定できま
す。これにより、追加のフィルター方法を利用でき、クォータを適用するために使用できます。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、変更する項目をクリックします。

3. 項目のチェックボックスをクリックして所有権を設定します。

4.  (構成) をクリックしてから、インスタンスのタスクバー 上で  (所有権の設定) をク
リックします。

5. 所有者の選択 ドロップダウンリストから、ユーザーを選択します。

6. グループの選択 ドロップダウンリストから、グループを選択します。

7. 保存 をクリックします。

15.11. VMDB からのインスタンスおよびイメージの削除

インスタンスの使用が停止された場合や、トラブルシューティングを実行する必要がある場合、特定の
インスタンスを VMDB から削除する必要がある可能性があります。ただし、これによってインスタン
スやイメージがそのプロバイダーから削除される訳ではありません。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、削除する項目をクリックします。

3. 削除する項目のチェックボックスをクリックします。
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4.  (構成) をクリックしてから  (VMDB からの削除) ボタンをクリックします。

5. OK をクリックします。

15.12. インスタンスおよびイメージのタグ付け

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、タグ付けする項目をクリックします。

3. タグ付けする項目のチェックボックスをクリックします。

4.  (ポリシー) をクリックして  (タグの編集) を選択します。

5. 最初のドロップダウンリストからカスタムタグを選択して、そのタグの値を指定します。

6. 保存 をクリックします。

15.13. インスタンスまたはイメージの確認

インスタンスおよびイメージの一覧を表示した後に、特定の項目をクリックして、その 概要 画面を確
認します。概要 画面には、仮想サムネイル および タスクバー が表示されます。

タスクバー では、選択した項目に対してアクションを実行します。

概要ビュー では、概要画面のビューのタイプを変更します。

仮想サムネイル を使用して項目を概観します。

概要 画面を使用すると、項目の属性を簡単に表示できます。

15.14. 収集後の実行中プロセスの表示

1. 収集されたプロセスのあるインスタンスをクリックします。

2. 診断 セクションから、実行中プロセス をクリックします。

実行中プロセスの最新のコレクションが表示されます。列ヘッダーをクリックしてこの一覧の並べ替え
を実行します。

15.15. クラウドインスタンスのセキュリティーグループの管理

Red Hat CloudForms を使用してクラウドプロバイダーインスタンスと関連付けられたセキュリティー
グループを管理します。

インスタンスにセキュリティーグループを追加する手順:
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1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. プロバイダー別インスタンス をクリックして、インスタンスを選択します。

3.  (構成) をクリックして、  (セキュリティーグループの追加) をクリックします。

4. ドロップダウンメニューから セキュリティーグループ を選択して、インスタンスに追加しま
す。

5. 保存 をクリックします。

インスタンスからセキュリティーグループを削除する手順:

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. プロバイダー別インスタンス をクリックして、インスタンスを選択します。

3.  (構成) をクリックして、  (セキュリティーグループの削除) をクリックします。

4. ドロップダウンメニューから セキュリティーグループ を選択して、インスタンスから削除しま
す。

5. 保存 をクリックします。

15.16. インスタンスまたはイメージプロパティーの編集

親および子インスタンスを設定するためにインスタンスまたはイメージのプロパティーを編集します。
SmartState 分析もこれを検知できます。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、編集する項目をクリックします。

3. 項目をクリックしてプロパティーを編集します。

4.  (構成) をクリックしてから、タスクバーで  (このインスタンスの編集/このイメージの
編集) を選択します。

5. 親インスタンス ドロップダウンリストから、親インスタンスを選択します。

6. 子インスタンス の選択から、利用可能なインスタンス の一覧から現在のインスタンスに基づく
インスタンスを選択します。

7. 保存 をクリックします。

15.17. インスタンスの電源状態の制御

以下の手順に従って、Red Hat CloudForms コンソールからインスタンスの電源状態を制御します。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. インスタンスをクリックして電源状態を変更します。

3. 電源操作 をクリックしてから、必要な電源操作のボタンをクリックします。
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 (開始) をクリックして選択したインスタンスを開始します。

 (終了) をクリックして選択したインスタンスを終了します。

 (一時停止) をクリックして選択したインスタンスを一時停止します。

 (リセット) をクリックして選択したインスタンスをリセットします。

 (ゲストの停止) をクリックしてゲストのオペレーティングシステムを停止します。

 (ゲストの再起動) をクリックしてゲストのオペレーティングシステムを再起動しま
す。

4. OK をクリックします。

注記

Google Compute Engine インスタンスの電源オプションは、開始、停止、および 終了 に
制限されます。

15.18. インスタンスの適切なサイズ設定

Red Hat CloudForms は収集された統計を使用して、インスタンスの最適なサイズを推奨します。Red
Hat CloudForms は 通常の動作範囲 からの情報を使用して推奨値を計算します。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. インスタンスをクリックして適切なサイズ設定を実行します。

3.  (構成) をクリックしてから  (推奨される適切なサイズ) ボタンをクリックします。

新たなページがメモリーと CPU の推奨値の 3 つのレベルと共に表示されます。「保守的
(Conservative)」、「中程度 (Moderate)」、および「アグレッシブ (Aggressive)」のそれぞれの値が通
常の作動範囲の横に表示されます。

15.19. インスタンスのサイズ変更

Red Hat CloudForms からフレーバーを変更することで、既存のアクティブなインスタンスを適切なサ
イズに調整できます。これは、OpenStack デプロイメントが以下の条件を満たす場合にのみ実行可能で
す。

２つ以上のコンピュートノード、または同じホストに対するサイズ変更が有効にされている。

新規フレーバーのニーズに対応する十分な容量がある。
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注記

フレーバーの変更時にインスタンスが制御シャットダウンの対象になることに留意して
ください。

各種要件および基礎となる OpenStack プロセスの詳細は、Red Hat OpenStack Platform
の 『インスタンスとイメージの管理ガイド』の「インスタンスのリサイズ」を参照して
ください。

Red Hat CloudForms コンソールからインスタンスを適切なサイズに調整するには、以下を実行しま
す。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. フレーバーを変更するインスタンスをクリックします。

3.  (構成) をクリックしてから  (このインスタンスの再設定) をクリックします。

4. インスタンスの再設定 セクションで、フレーバーの選択 ドロップダウンリストから新規フレー
バーを選択します。

5. 送信 をクリックします。これにより、フレーバーの変更が実行されます。Red Hat CloudForms
が変更が正常に行われたことを確認するのに数分の時間がかかる場合があります。

詳細は、「11章フレーバー」および Red Hat OpenStack Platform の 『インスタンス & イメージガイ
ド』の「フレーバーの管理」を参照してください。

15.20. ライブインスタンスの移行

ライブマイグレーション には、コンピュートノード間でライブインスタンスを移行することが関係しま
す。ライブマイグレーションは、クラウドの保守やロード管理時のインスタンスのダウンタイムの発生
を防ぐ上で役立ちます。基礎となる OpenStack プロセスについての詳細は、Red Hat OpenStack
Platform の『インスタンスの移行ガイド』の「ライブインスタンスの移行方法」を参照してください。

ライブインスタンスを移行するには、以下を実行します。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. 右側のペインで、移行するインスタンスをクリックします。プロバイダー別インスタンス ア
コーディオンメニューを使用して、プロバイダーまたはアベイラビリティーゾーンでインスタ
ンスをフィルターします。

3.  (ライフサイクル) をクリックしてから、  (選択したインスタンスの移行) をクリックし
ます。

4. インスタンスの移行 セクションで、希望の移行オプションを選択します。

ホストを自動選択しますか?: OpenStack プロバイダーが宛先コンピュートノードを自動的
に選択します。特定のノードを選択する場合、このオプションのチェックを外して 宛先ホ
スト ドロップダウンリストから選択します。

ブロック移行: このオプションにチェックを入れると ブロックベース の移行が実行されま
す。この移行では、仮想マシンのイメージ全体がソースノードから宛先ノードに移行しま
す。OpenStack プロバイダーが 共有ストレージ を使用する場合、このオプションのチェッ
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クを外したままにします。関連情報については、Red Hat OpenStack Platform の『インス
タンスの移行 ガイド』の「前提条件」を参照してください。

ディスクのオーバーコミット: このオプションにチェックを入れると、OpenStack プロバイ
ダーによる、宛先ホストにインスタンスのホストに必要なディスク領域があるかどうかの
最初の確認が実行されなくなります。

5. 送信 をクリックします。

移行が実行されると、インスタンスの一覧がリロードされ、選択したインスタンスが移行中であること
を示すメッセージが表示されます。完了時には、インスタンスの一覧がリロードされ、移行したインス

タンスは  (オン) と表示されます。

15.21. インスタンスの退避

コンピュートノードがシャットダウンしている場合、ノード上でホストされているインスタンスを 退避
できます。これは、インスタンスが共有ストレージやブロックストレージボリュームを使用する場合に
のみ役立ちます。基礎となる OpenStack プロセスについての詳細は、Red Hat OpenStack Platform
の『インスタンス & イメージガイド』の「インスタンスの退避」を参照してください。

インスタンスを退避するには、以下を実行します。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. 右側のペインで、退避するインスタンスをクリックします。プロバイダー別インスタンス ア
コーディオンメニューを使用して、プロバイダーまたはアベイラビリティーゾーンでインスタ
ンスをフィルターします。

3.  (ライフサイクル) をクリックしてから  (選択したインスタンスの移行) をクリックしま
す。

4. ホストの移行 セクションで、希望の退避オプションを選択します。

ホストを自動選択しますか?: OpenStack プロバイダーが宛先コンピュートノードを自動的
に選択します。特定のノードを選択する場合、このオプションのチェックを外して 宛先ホ
スト ドロップダウンリストから選択します。

共有ストレージ上: これにチェックを入れたままの場合、すべてのインスタンスファイルが
共有ストレージ上にあることを示します。

5. 送信 をクリックします。

退避が実行されると、インスタンスの一覧がリロードされ、選択したインスタンスが退避中であること
を示すメッセージが表示されます。完了時には、インスタンスの一覧がリロードされ、退避したインス

タンスは  (オン) と表示されます。

15.22. インスタンスの容量&使用状況チャートの表示

クラスターに含まれるインスタンスの容量&使用状況データを表示します。
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注記

サーバーには、この機能を使用できるようにするために 容量 & 使用状況コレクター の
サーバーロールを割り当てたプロバイダーに対するネットワークの可視性が必要です。
詳細は、『設定全般』 を参照してください。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして容量データを表示します。

3. 表示する項目をクリックします。

4.  (監視) をクリックしてから、タスクバーの  (使用状況) をクリックします。

5. データを表示する日付の毎時、最近の時間、または日次データポイントを表示するよう選択し
ます。

6. タイムプロファイル を選択します。

注記

日次チャートには、終日データが含まれます。これは Red Hat CloudForms が 1 日の
データポイント 24 個すべてが含まれていない場合は、その日のデータは表示しないこと
を意味します。

使用率のトレンドレポートなどデータの最適化に関する情報は、「6章データの最適化」を参照してく
ださい。

15.23. インスタンスまたはイメージタイムラインの表示

インスタンスまたはイメージのイベントのタイムラインを表示します (ホストに登録されている場合)。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. インスタンスをクリックしてタイムラインを表示します。
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3.  (監視) をクリックしてから、タスクバーで  (タイムライン) をクリックします。

4. オプション から、表示する期間や表示するイベントタイプをカスタマイズします。

間隔 のドロップダウンリストを使用して、毎時または毎日のいずれかのデータポイントを
選択します。

日付 を使用して、表示するタイムラインの日付を入力します。

日次タイムラインを表示している場合、表示 を使用して何日分遡るかを設定します。最大
31 日分の履歴を取得できます。

3 つの イベントグループ のドロップダウンリストでは、異なるイベントグループを選択し
て表示することができます。それぞれ独自の色が使用されます。

レベル ドロップダウンリストから、概要 イベントまたはイベントの 詳細 一覧を選択しま
す。たとえば、電源オン のイベントの詳細レベルには、電源オン要求、開始イベント、実
際の 電源オン イベントが含まれる可能性があります。概要 を選択した場合、タイムライン
には 電源オン イベントのみが表示されます。

5. タイムラインで項目の詳細を確認するには、その項目をクリックします。クリック可能なリ
ソースへのリンクが吹き出しに表示されます。

15.24. インスタンスまたはイメージの概要の表示

特定のインスタンスまたはイメージをクリックする場合、仮想サムネイル、および項目のオペレーティ
ングシステム固有の概要画面が表示されます。そのセクションの詳細を表示するためにサブカテゴリー
をクリックします (該当する場合)。

概要ページには以下のカテゴリーが含まれます。

プロパティー には、ベースオペレーティングシステム、ホスト名、IP アドレス、インスタンス
ベンダー、クラウドリソース、およびスナップショットなどの情報が含まれます。これには、
複数のパーティション、複数のディスク、Linux 論理ボリューム、拡張パーティション、および
Windows ドライブを分析する機能が含まれます。いくつかのカテゴリーをクリックして追加の
詳細を確認できます。たとえば、コンテナー をクリックして、インスタンスに関連付けられた
メモを表示できます。

ライフサイクル には、検出と最後の分析の日付が表示されます。リタイア日または所有者が設
定されている場合はそれらも表示されます。

リレーションシップ には、インスタンスのクラウドプロバイダー、親および子インスタンスな
どのツリーおよびドリフトなどの情報が含まれます。

VMsafe には、有効にされている場合は VMsafe エージェントのプロパティーが表示されます。

コンプライアンス には、システムのコンプライアンスチェックのステータスや過去のチェック
の履歴が表示されます。
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電源管理 には、現在の電源状態、最後の起動時間、および最後の電源状態の変更が表示されま
す。状態の変更日 は、インスタンスがその電源状態を最後に変更した日付です。これは電源状
態のコンテナービューのため、オペレーティングシステムを再起動しても、コンテナーの電源
状態は変更されず、この値は更新されません。

セキュリティー には、ユーザーおよびグループについての情報が含まれます。

構成 には、アプリケーション、サービス、パッケージ、init プロセスおよびファイルの情報が
含まれます。このセクションはベースのオペレーションシステムによって異なります。

診断 では、実行中のプロセスを表示するリンクと、最後に収集されたイベントログの情報が提
供されます。

スマート管理 には、このインスタンスに割り当てられたすべてのタグが表示されます。

SmartState 分析をインスタンスまたはイメージプロバイダーで実行すると、これらのカテゴリーにより
詳細な情報が提供されます。

15.25. インスタンスまたはイメージのユーザー情報の表示

Red Hat CloudForms の SmartState 分析機能はユーザー情報を返します 。ユーザーを探索して、グ
ループメンバーシップを含む、ユーザーのアカウントの詳細を取得します。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. インスタンスまたはイメージをクリックして、その概要を開きます。

3. 概要ページの セキュリティー セクションから、ユーザー をクリックします。

4. ユーザーをクリックして詳細を表示します。

15.26. インスタンスまたはイメージのグループ情報の表示

Red Hat CloudForms の SmartState 分析 機能はグループ情報を返します。グループを探索してその
ユーザーの一覧を取得します。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、ユーザー情報を表示する項目をクリックします。

3. 項目をクリックして、その 概要 を表示します。

4. インスタンスの概要 の セキュリティー セクションから、グループ をクリックします。

5. グループをクリックしてユーザーを表示します。

15.27. インスタンスまたはイメージのツリー表示

Red Hat CloudForms はインスタンスの系列を検出します。インスタンスの系列を表示し、そのツリー
の一部を構成するインスタンスの比較を行います。これにより、ツリーを共有するインスタンスをタグ
付けすることもできます。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、ツリー表示する項目をクリックします。
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3. 項目をクリックして、その 概要 を表示します。

4. 概要 の リレーションシップ セクションから、ツリー表示 をクリックします。

15.28. インスタンスまたはイメージのドリフトの検出

インスタンスの構成は時間の経過と共に変更される可能性があります。ドリフト とは、異なる時点のホ
ストを比較した内容のことです。この情報を収集するには、インスタンスを最低でも 2 回分析する必要
があります。ドリフトを検出すると、以下の利点があります。

マシンの最新の既知の状態と現在の状態の差異を表示できること

複数の時点で特定のインスタンスに加えられた構成の変更をレビューできること

複数の時点で特定のインスタンスに加えられた関連付けの変更をレビューできること

2 回のチェックでインスタンスに加えられた分類の変更をレビューできること

一定期間における単一インスタンスの設定ドリフトを取得できること

インスタンスまたはイメージのドリフトの検出:

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、ドリフトを表示する項目をクリックします。

3. 項目をクリックして、その 概要 を表示します。

4. 概要 の リレーションシップ セクションから、ドリフト履歴 をクリックします。

5. 比較する分析のチェックボックスをクリックします。

6. 画面上部の  (ドリフト分析のために最大 10 個までのタイムスタンプを選択) をクリック
します。結果が表示されます。

7. 左側の ドリフト セクションにチェックを入れて比較内容を表示します。

8. 適用 をクリックします。

9. 展開表示  について以下に説明します。プロパティーのタイプによって、プロパティーの値
またはプロパティーを表すアイコンのいずれかが表示されます。

プロパティーがベースと同じ色で表示される場合、該当プロパティーについて比較した分
析がベースと一致することを示します。

プロパティーがベースと異なる色で表示される場合、該当プロパティーについて比較した
分析がベースと一致しないことを示します。

10. 折りたたみ表示  の場合は、プロパティーの値は表示されません。アイコンで表されるすべ
ての項目について以下で説明します。

 (チェックマーク) は、該当プロパティーについて比較した分析がベースと一致するこ
とを示します。マウスをポイントすると、プロパティーの値が表示されます。
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 (三角形) は、該当プロパティーについて比較した分析がそのプロパティーのベースと
一致しないことを示します。マウスをポイントすると、プロパティーの値が表示されま
す。このセクションの横にあるマイナス記号をクリックしてこれを折りたたみます。

11. ビューの範囲を制限するには、リソース ボタンセクションの 3 つのボタンを使用します。

 (すべての属性) をクリックすると、選択したセクションのすべての属性が表示されま
す。

 (異なる値を持つ属性) をクリックすると、ドリフト間で異なる属性のみが表示されま
す。

 (同じ値を持つ属性) をクリックすると、ドリフト間で同じ属性のみが表示されます。

12. ビューのモードを制限するには、リソース ボタンセクションの 2 つのボタンを使用します。

属性の詳細をすべて表示するには、  (詳細モード) をクリックします。

ベースと比較して属性の有無のみを確認するには、  (有無確認モード) をクリックしま
す。これは、ユーザーアカウントやハードウェアの有無など、ブール値のプロパティーを
指定できる属性のみに適用されます。

これでドリフト分析が作成されます。外部ツールで分析を行うためにデータをダウンロードするか、ま
たはドリフトからレポートを作成します。

15.29. インスタンスまたはイメージのドリフトレポートの作成

1. 分析する比較を作成します。

2.  (ダウンロード) をクリックします。

3. 希望のレポート種別の出力ボタンをクリックします。

テキストファイルの場合は、  (テキスト形式のドリフトレポートのダウンロード) をク
リックします。

csv ファイルの場合は、  (CSV 形式のドリフトレポートのダウンロード) をクリックし
ます。

テキストでダウンロードするには、  (PDF 形式のドリフトレポートのダウンロード) を
クリックします。

15.30. インスタンスまたはイメージの分析履歴の表示

SmartState 分析がインスタンス上で実行されるたびに、タスクについてのレコードが作成されます。こ
の情報はインスタンスのアコーディオンメニュー、またはインスタンスの概要のいずれかより参照でき
ます。この詳細を使用し、最後の分析が完了した時およびそれが正常に完了したかどうかを確認できま
す。分析でエラーが発生した場合には、そのエラーが表示されます。
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1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、分析履歴の表示に必要な項目をクリックします。

3. 項目をクリックして、その概要を表示します。

4. 概要の リレーションシップ セクションから、分析履歴 をクリックします。最近の 10 件の分析
までの履歴が表示されます。

5. 特定の分析をクリックしてその詳細を表示します。

15.31. インスタンスまたはイメージのイベントログの表示

分析プロファイル を使用して、インスタンスからイベントログ情報を収集します。

『CloudForms 設定全般ガイド』の「デフォルトの分析プロファイルの設定」セクションを参照してく
ださい。

注記

この機能は Windows のみに利用できます。

1. コンピュート → クラウド → インスタンス の順に移動します。

2. アコーディオンメニューをクリックして、イベントログを表示するために項目をクリックしま
す。

3. 項目をクリックして、その 概要 を表示します。

4. 診断 から、イベントログ をクリックします。

収集されるイベントログのエントリーが表示されます。列ヘッダーをクリックしてこの一覧の並べ替え
を実行します。
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第16章 オーケストレーションスタック
コンピュート → クラウド → スタック の順に移動すると、名前、プロバイダー、タイプ、ステータ
ス、インスタンス、セキュリティーグループ、および クラウドネットワーク などの情報と共にオーケ
ストレーションスタックの一覧が表示されます。スタックをクリックすると、プロパティー、リタイア
日、およびクラウドプロバイダーとインスタンスとのリレーションシップなどのスタックについてのさ
らに詳細の情報を表示できます。インスタンスをクリックして、スタックが関連付けられているすべて
のインスタンスの詳細を表示できます。

16.1. オーケストレーションスタックのタグ付け

タグをオーケストレーションスタックに適用して、それらを同じカテゴリーに同時に分類します。コン
ピュート → クラウド → スタック の順に移動します。タグ付けするオーケストレーションタグを選択

します。  (ポリシー) をクリックしてから  (タグの編集) をクリックします。最初のリストか
ら割り当てるカスタマータグ を選択し、2 つ目のリストから割り当てる値を選択します。保存 をク
リックします。

16.2. オーケストレーションスタックのリタイア

オーケストレーションスタックは、設定された日付にリタイアさせることも、即時にリタイアさせるこ
ともできます。

リタイア日を設定するには、以下を実行します。

1. コンピュート → クラウド → スタック の順に移動します。

2. 設定された日にリタイアさせるオーケストレーションスタックを選択します。

3.  (ライフサイクル) をクリックしてから  (リタイア日の設定) をクリックします。

4. オーケストレーションスタックのリタイア ページで、リタイア日 を設定します。

5. 一覧から リタイア警告 を選択します。デフォルトは なし です。

6. 保存 をクリックします。

注記

日付をブランクにして保存すると、リタイア日がすべて削除されます。

選択されたスタックを即時にリタイアさせるには、以下を実行します。

1. コンピュート → クラウド → スタック の順に移動します。

2. 今すぐリタイアさせるオーケストレーションスタックを選択します。

3.  (ライフサイクル) をクリックしてから  (選択したオーケストレーションスタックのリ
タイア) をクリックします。アクションを確認するポップアップウィンドウが表示されます。

4. OK をクリックします。

16.3. オーケストレーションスタックの削除
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1. コンピュート → クラウド → スタック の順に移動します。

2. VMDB から削除するオーケストレーションスタックを選択します。アクションを確認する警告
ポップアップウィンドウが表示されます。

3.  (構成) をクリックしてから  (オーケストレーションスタックの削除) をクリックしま
す。

4. OK をクリックします。
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第17章 キーペア
このタブにはすべてのクラウドプロバイダーのキーペアとフィンガープリントが一覧表示されます。
キーペアをクリックすると、概要とインスタンスとのリレーションシップが表示されます。この画面で
インスタンスをクリックすると、キーペアが関連付けられているすべてのインスタンスの詳細情報が表
示されます。インスタンスのプロビジョニング時に追加されるキーペアを使用できます。

注記

現在、新規のキーペアの追加は OpenStack の場合にのみサポートされています。

17.1. 新規キーペアの追加

1. コンピュート → クラウド → キーペア の順に移動します。

2.  (構成) をクリックしてから  (新規キーペアの追加) をクリックします。

3. 基本情報 で、名前 と ssh-keygen コマンドを使用して生成される 公開鍵 (オプション) を入力
します。

4. プロバイダー 一覧から OpenStack プロバイダーを選択します。

5. 追加 をクリックします。

17.2. キーペアの削除

1. コンピュート → クラウド → キーペア の順に移動します。

2. キーペアの一覧から削除するキーペアを選択します。または、キーペアをクリックして、それ
が関連付けられているインスタンスを表示します。

3.  (構成) をクリックしてから  (インベントリーからの選択したキーペアの削除) をクリッ
クします。アクションを確認する警告が表示されます。

4. OK をクリックします。
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第18章 オブジェクトストア
ストレージ → オブジェクトストア の順に移動すると、キー、サイズ (バイト)、オブジェクト数、クラ
ウドテナント、および クラウドプロバイダー を含む情報と共にすべてのクラウドオブジェクトストア
が表示されます。オブジェクトストアをクリックすると、概要ページにそのプロパティーと、クラウド
プロバイダー、テナント、およびオブジェクトストアとのリレーションシップが表示されます。

18.1. オブジェクトストアのタグ付け

タグをオブジェクトストアに適用し、同時にそれらを同じカテゴリーに分類します。

1. ストレージ → オブジェクトストア の順に移動します。

2. タグ付けするオブジェクトストアを選択します。

3.  (ポリシー) をクリックして、  (タグの編集) を選択します。

4. 最初のリストから割り当てるカスタマータグの選択 をクリックします。

5. 2 つ目のリストから割り当てる値を選択します。

6. 保存 をクリックします。
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第19章 VMWARE ネットワークスイッチ
VMware プロバイダーを追加した後に、Red Hat CloudForms はすべての vSphere 分散スイッチ (vDS)
をそのプロバイダー上で自動検出し、Red Hat CloudForms インベントリーにその情報を収集します。

コンピュート → インフラストラクチャー → ネットワーキング の順に移動すると、名前、ポート、お
よび UUID を含む情報と共にすべての VMware スイッチの一覧が表示されます。スイッチおよびポート
グループはプロバイダー別に一覧表示され、クラスターがサイドバーに表示されます。

スイッチをクリックしてその概要ページを表示すると、ホストとのリレーシップおよびすべてのタグが
表示されます。

19.1. VMWARE ネットワークスイッチのタグ付け

タグを使用して、vSphere 分散スイッチを分類します。

1. コンピュート → インフラストラクチャー → ネットワーキング の順に移動します。

2. タグ付けするスイッチを選択します。

3.  (ポリシー) をクリックして  (タグの編集) を選択します。

4. 最初のドロップダウンリストからカスタムタグを選択して、そのタグの値を指定します。

5. 追加のタグを選択するか、または 保存 をクリックしてタグを適用します。
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第20章 コンテナーエンティティー

20.1. コンテナーエンティティーの自動タグ付けの設定

Red Hat CloudForms のタグおよびタグカテゴリーを自動的に作成するために、OpenShift のコンテ
ナーのオブジェクトラベルを使用できます。これは、Red Hat CloudForms タグを既存の OpenShift ま
たは Kubernetes ラベルにマップして実行できます。

OpenShift のラベルは、以下のコンテナーエンティティーの Red Hat CloudForms タグにマップできま
す。

プロジェクト

ノード

ルート

レプリケーター

コンテナーサービス

ポッド

コンテナービルド

注記

OpenShift ラベルで自動作成されるタグは Red Hat CloudForms システムで完全に管理さ
れるため、割り当てまたは割り当て解除を手動で実行することはできません。Red Hat
CloudForms からマッピングルールを削除すると、作成されるタグがすぐに削除されま
す。

コンテナーエンティティーの OpenShift ラベルは、ラベル の下にあるエンティティーの詳細ページに表
示されます。

次の例は、ノードのタグ付けを設定する方法を示していますが、同じステップは、ラベルを他のコンテ
ナーエンティティーのタグにマップするために使用できます。

ラベルを使用してコンテナーエンティティーで自動タグ付けを設定するには、以下を実行します。

1. Red Hat CloudForms タグにマップする OpenShift ラベルの キー を見つけます。OpenShift ラ
ベルは、キー と 値 の 2 つの部分で構成されています。

a. コンピュート → コンテナー → コンテナーノード の順に移動します。

b. ノードを選択して概要ページを開きます。

c. ラベル に、Red Hat CloudForms タグにマップするラベルがあることに注意してくださ
い。OpenShift ラベルについては、キー が ラベル の表の左側の列に、値 が ラベル の表の
右側の列に表示されます。
このノードには、OpenShift で作成され、Red Hat CloudForms インベントリーで収集され
た 6 つのラベル (キー/値のペア) があります。
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注記

OpenShift ラベルを作成するには、『OpenShift Container Platform CLI
Reference ガイド』の「Developer CLI Operations」を参照してください。
OpenShift で追加された新規ラベルは、OpenShift プロバイダーの次回の更
新後にのみ表示されます。

2. 設定メニューから 構成 に移動し、リージョンを選択します。

3. タグのマップ タブをクリックします。

4. 追加 をクリックして新規マッピングルールを作成します。

a. エンティティー 一覧からタグ付けするコンテナーエンティティーを選択するか、またはす
べてのエンティティーにタグ付けするには <All> を選択します。

b. ラベル フィールドで確認した OpenShift ラベルの キー を指定します。

c. ラベルをマップするために、カテゴリー で Red Hat CloudForms タグカテゴリーを指定し
ます。タグカテゴリーが Red Hat CloudForms にまだ存在しない場合は、自動的に作成さ
れます。
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d. 追加 をクリックします。マッピングが タグのマップ タブの表に表示されます。

5. プロバイダーを更新してマッピングを完了します。

a. コンピュート → コンテナー → プロバイダー の順に移動します。

b. 更新するプロバイダーを選択します。

c.  (構成) をクリックしてから、  (項目とリレーションシップの更新) をクリックしま
す。

ラベルは、エンティティーの概要ページの スマート管理 の下の Company タグ に <カテゴリー> : <
値> で表示されます。

OpenShift の zone (ゾーン) ラベルの付いたコンテナーエンティティーは Red Hat CloudForms で 
category1 として自動的にタグ付けされます。たとえば zone の 値 が south の場合は、エンティ
ティーは category1 : south としてタグ付けされます。

これらのタグを使用してレポートを作成できます。レポートの作成に関する詳細は、『モニタリング、
アラート、およびレポーティング』を参照してください。
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